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「お電話ありがとうございます。長岡ながおか税理士事務所です。お世話になっております。お待ちくださいませ」

電話を保留にして、聡さとしさんに視線を向ける。

「長岡先生、お電話が入っております」

「あぁ、繋つないでくれ」

「はい」

「お電話変わりました、長岡です」

（今日も聡さん、かっこいい……）

私はうっとりとした瞳で彼を見つめる。

黒髪で清潔感があり、おしゃれな七三分け。

シルバーの四角い眼鏡をしていて切れ長の瞳。

皺しわ一つないスーツを着て、背筋がピンと伸びてスタイルがよく見える。

（あんなに素敵な人が彼氏だなんて、信じられない）

私、平地ひらち結菜ゆいなは、四十三階建てのＹＧＵビルディングの十階にある長岡税理士事務所に勤めて二年。

努力の末、独立した聡さんの元で事務員兼雑用係として働いている。

この事務所は税務の相談だけでなく、経営全般の支援をしていて、企業からの信頼も厚い。

最近では北海道の企業にもアドバイスすることが多くなり、東京だけでなく北海道にも拠点を作る準備をしているため、かなり忙しそうにしている。

入社する前から、私たちは顔見知りだった。

ここのビルのすぐ裏にある老夫婦が経営していた小さな食堂でアルバイトをしていて、そのときからいつも丁寧に対応してくれる紳士だと思い密かに憧れていた。しかし地味で控えめな性格をしている私は、自分から声を掛けるなんて天地がひっくり返ってもできるわけもない。

セミロングの髪の毛は、今はダークブラウンに染めているが当時は黒髪。奥二重で少し垂れている目は優しい印象だと言われるが、二十五歳になっても幼く見られてしまう。

たまに会えるのを密かに楽しみにしていたが、食堂が閉店することになった。

その頃、私も大学を卒業する時期で、東京で仕事がなかなか見つからず、実家に帰ろうかと思っているときだった。

『長岡さんのところで雇ってもらえませんかね？』

なんとあろうことか、老夫婦がお節介にも聡さんに声をかけたのだ。

彼は愛想笑いを浮かべていたが、数日後スカウトしてくれた。

彼の仕事に対する熱意を聞き感動し、私もお役に立ちたいと働かせてもらうことにした。

社会人経験がなかった私は、一から教えてもらった。

八歳年上の彼はいつも素敵で、真面目で、要領よく仕事を伝えてくれる。一緒に働くようになり、ますます彼への憧れが強くなっていた。

ずっと片想いでいいと思っていたのに、酔っ払った勢いで『私……誰ともお付き合いしたことがなくて……。いつか恋人ができるなら、長岡先生のような男の人が理想です……』  と言葉を口にしていた。彼はクールな瞳を向けてきて顔を覗き込んできた。

これでは告白したようなものだと気が付いて思わずはっとした。

『私ったら……すみません、聞かなかったことにしてください』

ドキドキしながら口を開くと、聡さんは頷いた。

『忙しいので、あまり構ってあげることができないかもしれませんが、自分でよければお願いします』

そうして私たちはお付き合いをすることになった。

交際を始めて一か月。彼は宣言通り忙しくて、仕事以外ではなかなか会えないでいた。

それでも、好きな人と恋人関係なのだと思えば、それだけで幸せである。

今日も仕事が終わったが、聡さんはどこかの会社の資料を読み込んでいるようだ。何か手伝いたいが、近くにいても自分にできることはなく帰るしかなかった。

「お先に失礼します」

「あぁ、お疲れ様でした」

声をかけるのも申し訳ないほど集中していたが、こちらを見て微笑んでくれた。　私は頭を下げて事務所を出た。

今日も彼は徹夜しそうだ。あの様子だときっと、適当なもので夕食を済ませるだろうから、帰ってお弁当を作って持っていこうと考えた。

私は幸いなことに事務所から歩いて帰れる場所に住んでいる。ボロボロのアパートでいつ取り壊しになるかわからないが、今のところ快適に暮らしていた。

自宅に戻ってきた私は早速台所に立った。まずは炊飯器をセットしてから、急いで野菜を刻みフライパンで炒める。続いて甘めの卵焼きを作り、炊きあがったご飯を握る。

おにぎりと卵焼きと野菜炒めという簡単なお弁当になってしまったが、コンビニで済ませるよりは栄養バランスがいいと思う。お弁当を作って袋に入れて慌てて外へ出た。

時間は夜の二十二時。遅い時間は危ないからあまり一人で出歩くなと言われているが、いつも残業して疲れている彼のことが心配だ。

ビルの下に到着すると、部屋の灯りが確認できた。

事務所の扉を開けたが人の気配が感じなく、静まりかえっている。

明かりがついているのにどうしたんだろう。

応接室の扉が少し開いていた。

そこを覗くとソファーに横になっている聡さんがいる。

起こさないようにそっと近づいた。相当疲れているのか、私がそばにいることに気がつかず無防備に眠っていた。

持ってきた袋をテーブルに音を立てないように置いて、しゃがむ。

お付き合いしたのにキスすらしていない。手も繋いでいないしハグもしてくれていない。

これって本当に付き合っているのだろうか。不安な気持ちで押しつぶされそうになる。

（童話では王子様が美女にキスするんだ。でもいまは逆だわ……）

そんなことが頭をよぎり、もしかしたら今がチャンスなのかもしれないと思った。でも寝込みを襲うなんてなんだか破廉恥な気がする。しかも私はファーストキスすらまだなのだ。初めてのキスはロマンチックな場所でしたいなんて思っていたが、そのタイミングはいつ訪れるかわからない。

彼が眠っているおかげでこんなにも近づけている。私は唾をゴクリと飲んだ。

唇を少し重ねるだけでいいから……彼に触れたい。

本当はキスをしてハグをして、好きな人と、もっと距離を縮めたいと願望が心の中を渦巻いている。それほど私は聡さんのことが好きでたまらないのだ。

仕事が忙しくて、構ってもらえなくても、わがままを言わない私への天から与えられたご褒美かもしれない。

私は意を決して顔を近づけた。

息がかかってしまいそうなほど近い距離にいる。心臓がドキドキしすぎて鼓動の音で彼が目を覚ますのではないかと心配するほどだ。

あともう少しで唇がつきそうなのに体に力が入る。緊張で耳鳴りがして、頭に血が上り倒れそうになった。

顔の角度を傾けて唇をくっつけた。

（温かい……柔らかいっ……どうしよう……幸せ）

一瞬だけ唇を当てて離した。

（本当にキスをしてしまった！）

自らの唇を人差し指で触れ、鼓動が落ち着くように深呼吸を繰り返す。

彼の唇を見ると、わずかに自分の口紅の色が移っていた。恥ずかしくてこの場にいることができずに、メモを残して帰ろうと思った。その前にもう一度だけ……キスをしたい。欲求がどんどんと膨らんでいく。そんな気持ちで彼に近づいて唇を重ね合わせた。

少々強引にキスをしても目を覚ますことのない彼。私は調子に乗って少し強めに押しつける。

（柔らかくて、いつまでも触れていたくなっちゃう）

「んっ」

キスに夢中になっていると、背中に手を回されて急に抱きしめられた。

「さ、聡さん!?」

驚いて離れようとしたとき、唇を割って舌が入り込んでくる。こんなに大人のキス、どうしていいのかわからない。

困惑していると頭の後ろを抑えられてもっと深く口づけてきた。

もう二人のキスの音しか聞こえない。

何も考えられなくなって、キスに溺れてしまった。

唇が離れて呼吸をする。

キスをしている間、私は一度も息をすることができなかった。肩を上下に動かしながら呼吸をしている私を見て、聡さんは柔らかく笑う。

「夢かと思った。本当にきみは、計算できないことをしてくる」

「ごめんなさいっ」

「眠っているところを襲われるなんて想定外だった」

「襲うつもりはなかったんです。ただ気持ちよさそうに眠っている顔を見ると、つい」

怒っているのか目を見つめると、眼鏡の奥の瞳がとても優しかった。

長い腕で抱きしめてくれる。思ってもいなかった状況に心臓が破裂しそうなほどバクバクと大きな音を立てていた。

彼は起き上がって隣に私を座らせた。

目を細めてじっと見つめられ、手が伸びてきて頬が包み込まれる。

顔が傾いて唇が重なった。肉厚な彼の舌が口の中に入り、絡み合う。ぬちゅぬちゅと卑猥な音が耳に届いて気が遠のきそうになる。

唇が離れ額をくっつけてきた。

「結菜、きみのことが欲しくてたまらない」

低い声で囁かれ、全身に甘い電流が流れていくようだった。

「本当は柔らかいベッドの上で大切に抱きたかったんだが、結菜が俺に火をつけた。責任を取ってくれるね？」

「は、はい……」

断るなんて選択肢はなかった。愛する人に求められる幸せで胸がいっぱいだ。答えを聞いた彼は唇を重ねた。上唇を舐めたり、下唇を唇で挟まれたり、口の中を舐め回されたり、とろけてしまいそうになるようなキスが執拗にされた。

その濡れた唇が首筋へと降りてくる。小さなリップ音を立て、時折、思いっきり強く吸われた。

「んっ……」

その度に鼻から甘い息が抜けていく。

彼の大きな手のひらがワンピースの上から胸を包み込んだ。形を確かめるかのように優しく擦られる。それだけのことなのに初めての感覚で体温が一気に上昇していく。

「はぁ……っ、んっ……」

呼吸が乱れていく私の様子を心配そうな瞳で見つめてきた。

「頬が真っ赤に染まっているが大丈夫か？」

「……ごめんなさい、初めてで……っ、どんな反応をしたらいいのか……わからないんです」

「ふっ」

優しく笑い、強く抱きしめてくれた。

「何も考えないで委ねてくれたらいいから」

彼に守られているような気がして心から安堵する。背中に回されている手がファスナーを下ろし、素肌が露わになりキャミソール姿になった。

それだけでも恥ずかしくて、穴があれば隠れてしまいたくなる。これを乗り越えなければ大人の女性になれない。ドキドキしながらも、彼の手の動きに意識を集中させていた。

肩に優しく唇が押し当てられ、キャミソールが脱がされた。

今日はピンク色のレースで縁取られた上下のセットの下着をつけていた。いつそのチャンスが来るかわからないからと新調した下着を用意していたのだ。

「きみらしい可愛い下着をつけているんだな」

「いや……見ないで」

「どうして、そういう男をそそるような言葉を言うんだ」

先ほどよりも少し強めに胸を揉みしだかれ、下着の中で胸の蕾つぼみが硬くなっていくことに気がついていた。

揉もまれるたびに布に擦すれてどうしようもない気持ちになる。気がつけばブラジャーのフックを外され胸が露わになってしまった。

慌てて隠そうとしたときには一歩遅く、手首を掴まれて隠すことを阻止そしされた。

「……素晴らしい」

ため息混じりの声で彼が呟つぶやく。

「肌も綺麗だ。胸の形もいい。薄い桃色の乳首にもそそられる……」

「そんなじっくりと見つめないでくださいっ……」

「断る。記憶に焼きつけるほど結菜ゆいなの姿を見ていたい」

恥ずかしいけれど愛する人に求められてると思えば、嬉しくて頬が緩ゆるんでしまう。その隙に、ソファーに寝かされ、彼の肩越しに天井が見えた。

円を描くように胸が揉まれる。激しい動きではなく、ゆっくりゆっくりと時間をかけて、揉みほぐされるようだった。

「あぁ……んっ……聡さん……っ」

揉まれているだけなのに腰がクネクネと動き、胸の先端は赤く膨れ上がっていて自己主張しているようだった。そこに触れてほしいのになぜか焦じらして触ってくれない。思わず私は乞こうような瞳を向けてしまった。

彼は楽しそうに笑って、胸の先端の周りの色の薄いところばかりを指先で弄いじってくる。 

「どうした？　素直に言ってごらん」

「……ぁ、んっ……わ、わかりませんっ」

涙目になる。体が溶とかされてしまいそう。

どうしてほしいか、口にすることができない。

聡さんはピンと張り詰めている蕾の根本を、親指と人差し指で抓つまんだ。

「あぁぁああっ！」

オフィスだというのに、思わず大きな声が出てしまい、身体がビクンと跳ねた。慌てて自分の両手で口元を押さえる。

抓まれた根元は先端に向かって、ゆっくりと動いていく。

血管に快楽の液体を注がれたように、全身に快感が広がった。

「右の胸だけだと物足りないだろう？　もう片方も可愛がってあげないといけないな」

両方の胸の蕾を抓み指先で擦こすられる。刺激を与えたことのない場所に、こんなに甘美なことをされて、思考回路が追いついていなかった。

「本当に初めてなのか？　ものすごくいい反応するが」

「は、はい……あぁっ、んんんんっ」

聡さんは胸の先端に顔を近づけてきて、口を開く。

何をされるのか予想がつき、困惑するが、もっと先の世界を見てみたかった。

赤くなっている肉厚の舌が、胸の先端をちろちろと舐め始めた。

「ひゃっ、んっ……あ、すごい……んっ、あぁぁあんっ」

過剰反応する私の姿を見て、彼は楽しそうに笑い、少し強めに吸いついてきた。片方の胸を舐めたり吸いついたりしながら、もう片方の胸は大きな掌で転がされている。

両方同時に刺激を与えられて、私は恍惚としてきた。

　彼の唇が離れ自分の胸を見てみると、彼の唾液で光っている。その光景があまりにも淫みだらで、目を向けるのが恥ずかしくなった。

羞恥心しゅうちしんに襲われていると、彼が手をかけてワンピースとストッキングを脱がせた。体を覆っているのは、小さなショーツのみになってしまう。

「本当に綺麗な体をしている」

感心したように呟いた。先ほどまで胸を執拗に舐めていた舌が、だんだんと下がっていき、臍の周りを舐めていく。くすぐったくて熱くて、体がユルユルと動いてしまう。

彼の唇が脇腹に吸いつき、だんだんと足へ降りていく。

太ももを丁寧に愛撫し、その唇が内腿へと移動した。きわどい場所に顔が近づいてきて、どうしようもない気持ちになる。

「結菜……下着が濡れている」

「へっ？」

女性の体は気持ちよくなると、蜜が溢れると聞いたことがあるが、初体験でこんなにも濡れるなんて思わなかった。

クロッチ部分に指が届き、割れ目に沿って上下に動かされる。布越しに触られる感覚に太ももがプルプルと震えだした。

「……ぁ、はっ……あぁぁっ」

上の方にある敏感なところに指が当てられると、お尻が浮く。

「これ以上濡れると、下着を履いて帰れなくなる。脱がせるよ」

ショーツに手がかけられ、ついに体を隠すものは、何一つなくなった。

明日からも働くオフィスで、私たちは何をしているのだろうか。

そんな考えが一瞬頭をよぎるが、それよりも愛する人に一直線に見つめられ、触れられることの幸せのほうが、勝っていた。

綻ほころんでいる花びらを指で広げられ、敏感な蕾を優しく指の腹で撫でてくる。あまりにも刺激が強すぎて恐怖心が勝ってしまい、腰を引いた。

これ以上快楽を与えられてしまえば、どこか遠い世界に行って、戻って来れなくなるような、未知の世界すぎて心細くなる。

不安な気持ちが、瞳に出てしまったのかもしれない。優しく笑って口づけをしてくれた。

「怖かったら言ってくれ。途中でやめるから」

自分のことを想ってくれる気持ちが伝わり、涙が溢れそうになった。

首を左右に振って、大丈夫だと訴える。

彼は唇にキスをして舌を差し込んできた。口の中がヌルヌルする。キスで意識が取られていると、彼の手がゆっくりと花芯を撫でる。溢れた蜜を掬すくい、敏感な粒に塗りつけてくる。

「ぁ、そこ、ジンジンします……ひゃ、あああ」

「結菜は、ココが感じるのか。皮を剥いてもっと刺激を与えてあげよう」

そう言って皮を剥き、赤く膨らんでいる粒を露わにした。不安な表情で彼を見つめるが、やめてくれる気配はない。

「結菜、自分の指で広げてごらん。俺によく見えるように」

そんな恥ずかしいことできないと、拒否しようと思ったが、真剣な瞳で見つめられ断ることができなかった。大切なところを指で広げると、蜜がこぽっと溢れてくる。

「桃色で美しい」

褒められると素直に嬉しくて、さらに濡れてくる。

彼は顔を近づけてきて、匂いを嗅ぐ。

「甘酸っぱい、いやらしい匂いだ」

「そんなこと、言わないでください」

羞恥心に打ちひしがれていると、聡さんが秘裂に沿って、舌を上下に動かす。ピチャピチャと、卑猥な音をわざと立てているようだ。

「あっ……やぁっ……あぁぁんっ……聡さん……気持ち、よすぎて……変になっちゃう」

震える声で訴えると、花芯を舌で突っついてきた。秘所全体を愛撫される。

（ヌルヌルして……気持ちいいよ）

舌を動かしながら、人差し指が入口近くに到達する。手前のほうを、緩慢な動きで撹拌かくはんされると、泡立つのがわかる。

「狭いな。ゆっくりと時間をかけて広げてやるから」

節くれた男の指が侵入してくる。隘路あいろを擦こすられ私は喉を反そらした。

「あっ、あぁぁあ！　あっ、んっ」

さらに深いところに、指が入ってきて、窄すぼみを広げていく。

自分の体に入ってきた初めてのものに、違和感を覚えるが、桜色の粒を丁寧に舐めてくれているお陰で、痛みが半減する。指を鉤状かぎじょうにして、奥から蜜を掻き出されているみたい。

「あぁぁっ……！　待って……ください、これ以上されたら、私……どうしたらいいのかっ、あぁぁん」

迫ってくる不思議な感覚に怯えながら、手を伸ばすと、しっかりと手を握ってくれる。

「力を抜いて、もっと俺の指に集中して」

深いところまで指を入れたと思えば、奥のほうで振動を与えられた。お臍へその裏をくすぐられているような気がして、不思議な感覚でたまらない。

徐々に、指を抜き挿しするスピードが、上がってくる。

「……あっ、んっ………ひゃあっ……んっ……あぁっ、ぁっ」

気がつけば、指が二本に増やされていた。とろとろに濡れそぼっているおかげで、痛みはまったく感じない。

舌を動かしながら中を擦られ、内側からも外側からも、責められているような気持ちになる。体の中に熱が溜まってきて、それを発散しなければ壊れてしまうと思った。

「あぁぁっ、あっ…… 何か、来る……！　聡さん……怖い、あぁぁっ！」

無意識に、彼の指を、私の媚肉がしめつける。

「絞まる……すごいな」

ものすごく恥ずかしいこと言われている気がしたが、判断する余裕すらなくなっていた。リズミカルな動きで貫かれ、一気に極みまで連れていかれる。

目の前がチカチカと光り、一瞬呼吸が止まる。

「ああぁぁーっ」

次に意識が戻ってきたときは、経験をしたことがないほどの快楽に、包み込まれていた。

（これが……イクってこと？）

呆然と彼を見つめると、慈愛に満ちた瞳で見ている。恥ずかしいことに、彼の指はまだ私の秘窟ひくつに、埋まりこんだままだった。

高みに昇ったばかりで戦慄わなないている。

グニュグニュと痙攣しているせいで、まだ快楽を味わうことができた。余韻に惹かれながら頭の片隅で考える。

（この後はどうしたらいいのだろう。愛する人と一つになりたい……）

自らおねだりするべきなのか、聡さんからの行動を待つのか、何が正解なのかわからずに見つめていると、ゆっくりと指を抜かれた。

寂しい気持ちになり彼を見上げると、優しく唇にキスを落としてくれる。

「結菜の中に入ってもいいか？」

甘えるように問いかけられ、頷いた。答えを聞いた彼は、ポケットに手を入れて、小さな袋を破いた。

スラックスを脱いで下着も下ろすと、立派な剛直が目に入ってきた。あんなに大きなものが、自分の中に入るのかと不安になる。

「いつか、こういうチャンスが訪れるかもしれないと思って、付き合うようになってから、コンドームを買っておいたんだ。きみと淫らなことをすることを想像していた俺を、許してくれ」  

恥ずかしそうに打ち明けた聡さんを、愛おしく思う。 

私と体を重ねたいと思ってくれていたことを知り、涙が出てきそうになった。

避妊具を素早くつけた彼が近づいてきて、足を大きく広げられる。私の蜜を擦りつけるように、熱棒を動かしてきた。

硬さと熱量に驚いていると、ゆっくりと蜜肉をこじ開けるように、侵入してきた。ものすごく圧迫感を覚えたが、とろとろに溶かされていたので、破瓜はかの痛みはほとんどなかった。蜜壁みつへきを擦こすられると力が入り、変な顔になっているかもと心配になったが、もうそれどころではない。指とはまた違った、強い快楽だった。

窄つぼみを広げて、さらに深いところを貫いてくる。

「うっ……んっ」

さすがに強い圧迫感があり、苦しい。瞳を開いて聡さんの表情を確認すると、彼も余裕が無さそうにしている。

「……っ、奥まで届いた」

「一つに、なったんですね……」

嬉しくて自分のお腹を撫でると、自分の中にいる彼の分身が、ブルブルと動いた気がした。彼は激しく動くわけではなく、私の体になじむまで、そのまま黙って、抱きしめてくれていた。

慣れてくるとゆっくり引き抜いて、また深いところまで入っていく。

焦じれったくなるほど、体を気遣きづかってくれるのがわかる。

長い手が伸びてきて、胸を揉みしだき、腰を動かしながら、赤く膨れ上がっている粒を、指で擦ってくれた。完全に私は快楽の世界に導かれていた。

「あっ……、あぁぁぁん、さと……し、さん……、好き……っ」

「俺もだ。……はっ、結菜……っ」

私が感じすぎて、無意識のうちに、彼の熱の塊を締めつけていた。

「そんなことされたら、もう持たない」

彼の悩ましい声を聞いて、私もまた弾はじけてしまいそうになる。

「私もまたイッちゃう……ああぁぁあ！」

パチンと、弾はじけ跳とんでいくような感覚に陥った。その次の瞬間、彼はうっと力が入り、何度か痙攣したようだ。自分の中で、ビクンビクンと蠕動ぜんどうしているのを感じる。

二人の乱れている呼吸が落ち着き、ゆっくりと引き抜かれた。

「我慢できずに……オフィスでこのようなことをして、申し訳なかった」

「ううん。私から襲っちゃったんだもん。気にしないでください」

満面の笑顔を向けると彼は、咳払いをした。

（照れている様子の彼も好き）

顔を近づけてきて、甘いキスをくれた。このまま二人で抱きしめ合って、眠ってしまいたくなる。

「結菜、風邪をひかないように、早く服を着よう」

そう言って私に服を着せてくれる。そんなところも優しくて好きだ。黙って彼のことを見つめていると、頭を撫でてくれた。

「本当に可愛い。あまり、俺を困らせないでくれよ」

胸がキュンとすることを言われ、心臓が壊れそうなほど鼓動を打っている。長い間片思いだったけれど、これからも、どんどん好きになってしまう気がした。

服を着ると彼は、長い腕を伸ばして抱きしめてくれる。

「来週には、仕事が少し落ち着く予定だ。……もしよかったら、泊まりに来ないか？」

「男の人の家に行くの初めてで……ドキドキしますが、すごく嬉しいです」

顔を上げると、いつもクールな瞳を向けている聡さんが、柔らかい表情をしていた。

「忙しいときに来てごめんね。お弁当を作ってきたから……食べてください」

テーブルに視線を動かした聡さんは、苦笑いを浮かべる。

「お弁当を食べる前に、結菜を食べてしまったということか」

「その言い方……なんかちょっとエッチです」

「男はみんなエッチなんだ」

二人は微笑み合って、また甘いキスをした。




次の日、職場に行ったときは、さすがに恥ずかしかった。無意識に応接室に近づかないようにしていたが、こういう日に限ってお客様が多い。

お茶を出すために、応接室に向かう。

「失礼します」

ノックをして中に入り、笑顔を浮かべて、お客様にお茶を出した。

帰り際、聡さんと目が合い、心臓がドクンと跳ねる。クールな表情を浮かべているが、私にだけわかるように、アイコンタクトをしてくれたような気がした。頭を下げて部屋を出て、お盆を胸に抱きしめる。

（聡さん、今日もとってもかっこいい……！　お泊りデートが楽しみっ……）

地味で目立たない存在の私が、まさかこんなに素敵な人と、秘密のオフィスラブを楽しむなんて、思わなかった。人生何があるかわからないものだ。

彼の隣を歩いても、恥ずかしくない女性になろう。

「よし！」

私は張り切って仕事を片付けるために、自分のデスクに戻った。




一時間後、聡さんはお客様と一緒に出て行った。

私はお茶を下げるために、応接室に行く。

お盆に湯呑を載せると、ソファーが目に入った。昨夜は、あそこでたっぷりと可愛がってもらったのだと思い出し、顔が熱くなった。

一人で思い出してドキドキしていると扉が開き、入ってきたのは聡さんだ。

「いつもありがとう」

私は仕事中なので思わず「お疲れ様です」と事務的に応えてしまった。　扉をそっと閉めて近づいてくる。

こんなに、心臓の鼓動を激しくしているのは自分だけなのか。彼はいつものように、冷静な表情を浮かべている。

しかし、なぜここに来たのだろうかと、不思議に思って彼の瞳を見つめると、少し耳を赤くして、私のことを真っ直ぐに見つめた。

「昨夜のことを思い出して、仕事が手につかない。結菜は俺のことを狂わせる」

同じ気持ちでいてくれたのかと思い、嬉しくてつい微笑んでしまった。

「計算外のことがこれから先も、色々と起きそうで、きみがいると毎日が楽しい。仕事にも張り合いがあるんだ」

彼は長い腕で私を抱きしめてくれた。仕事中なのにキスをされ、唇を割って舌が入り込んでくる。

「んっ……」

思わず甘い息が、鼻から抜けた。彼はクスッと楽しそうに笑う。

「これから外に出てくるから、今日は会えないが、家に戻ったら連絡する」

「うん、待ってるね」

聡さんが応接室を出ていく。

私はしばらくその場から動けなかったが、深呼吸をして気持ちを整えて、応接室を後にした。













部下とセフレ関係？













「課長、こちらの資料のご確認お願いします」

「了解。あとで目を通しておくから、そこに置いて」

私は大手飲料メーカーの総務部で働く羽田はだ理津子りつこ、三十三歳。

昨年、総務課長に抜擢され、忙しい日々を送っていた。

この年齢で課長に就任するのは珍しいと自負している。

私は仕事に関しては厳しく、はっきりと物事を言うほうだ。仕事が好きだというのもあるけれど、決められたことはキッチリとやりたいタイプで……。

クールに見られていることはわかっていて、周囲の社員からの陰口も聞こえてくる。

『隙が無い、キレ者』

『仕事はできるんだけどね……』

『だから、結婚できないんだよ、あいつ』

なんて言われているが、独身女性が、男性社会の中で、それなりの地位を築くのは大変なのだ。

恋愛に関しては……ただいま少々こじらせている。

ずっと仕事に没頭してきて、恋愛をしてこなかった。

人には死んでも言えないが、つい半年前までバージンだった。

男性と対等に働いてきたせいもあってか、女性として接してくれる人は、ほとんどいなかった。

それでもいいと思っていたのだけれど、あの日をきっかけに、年下の部下と関係をもってしまうなんて。

パソコンの画面から視線を動かし、里崎さとざき大貴だいきを盗み見る。

大貴が私の視線に気がついたのか、おもむろにこちらに顔を向け、にっこりと微笑んでくる。慌てて視線を逸らした。

彼は昨年、部署異動してきた少々頼りない男。ふんわりとしたパーマがかかっていて少し茶色がかった髪の毛。色が白くて優しい目をしている。例えて言うなら、プードル犬みたいにかわいい。

スタイルがよくて、愛想もいいので、女性社員から人気がある。

私と彼は何度も身体を重ねているが、交際宣言をしたわけではない。いわゆるセフレだ。変な噂を立てられたら困るので、慎重に秘密の関係を守ってほしいといい含めている。

彼はいつも笑っているけれど、どこまで本気で聞いてくれているのかわからない。

「里崎君！　このデータの数字間違ってるわよ。明後日の会議に間に合うように、作り直して！」

「すみません！　すぐに直します」

大貴が立ち上がって頭を下げる。

（ミスしないでよ。余計な気をつかうじゃない）

周りにいる社員は、彼に「ドンマイ」と励ましていた。




一人でランチを済ませ、休憩室に入ろうとしたとき、大貴と同僚たちとの話し声が聞こえてきた。

「お前また、課長に怒られてたな？」

「やっちゃいました」

「羽田課長、仕事もできて、美人のはずなんだけど、女としてはありえないよなぁー。家に帰っても、あんなふうに怒られたら、萎なえちゃいそう」

私の噂をしているので、思わず立ち止まってしまった。

女扱いされないことぐらい慣れっこだ。こんなのいつものこと、どうってことない。

「そうですか？　羽田課長、とても女性らしい方だと思いますよ」

まさか、自分がいないところで褒めているなんて。頬が熱くなった。

「怒られるのに、そう思えるってすげえな。見かけは女性かもしれないけど、仕事も厳しいし、俺には合わないなあ」

飲み物を買ってから、部署に戻ろうと思ったが、休憩室に入られる雰囲気ではなかったので、そのままデスクに戻ることにした。

廊下を歩く私の心臓は、ドクドクと鼓動を刻んでいる。それは、大貴のせい。

八歳も年下で、仕事では頼りない部下なのに、彼は魅力的である。

彼に恋したきっかけは、二人で残業をした日だった。

仕事を終えて、帰ろうとしたときに、ヒールが折れて足を捻ってしまったのだ。部屋には大貴と私しかいなかった。

『くじいてしまいましたか？』

『ちょっとね。平気よ』

片方ヒールが折れた、アンバランスな靴で帰ろうとしたが、驚いたことに大貴は私をお姫様抱っこした。そして救護室に連れていかれた。

しゃがんで私の足を持って、熱を持っているからと湿布を貼って、にっこりと微笑んだ。

『大事な女性の足ですよ』

女性扱いされ、胸には鷲掴みされたように、激しい衝撃が走った。あのときの私は、もしかしたら、乙女のような表情をしていたかもしれない。

その後、一人で帰れると言ったのに、心配だからとタクシーで送ってくれた。

手を貸してもらい、なんだか申し訳なくなって、コーヒーを一杯だけ、ごちそうするつもりで部屋に招いた。

つい話し込んでいるうちに、なんとなくキスしてしまい……その後は無我夢中だった。

よく引き締まった体を目の当たりにして、動揺する私を、可愛いと何度も抱きしめてきた。

ずっとバージンを守ってきたのに、彼があまりにも可愛すぎるから、体を許したのだ。

『羽田課長、まさかのバージンだったんですね。あぁ、ツボる』

『やめて。仕事が忙しくて、そんなことしている暇がなかったの』

『そうでしたか。じゃあ、これからは僕とそういうこと、いっぱいしましょうね』

砂糖がたっぷり入ったお菓子のように、甘い声で言われた。

それが半年前。あれから私たちは、毎週のように体を重ねている。

（でも、ここ最近の二週間は、していないかも）

先週は私が出張で、地方に行っていた。

今週は彼は研修が入っていて、すれ違うことが多かった。

あまり遅い時間だと、仕事に支障をきたすからと、平日の夜は避けてきた。

だけど、私も彼のことが恋しくなってくる。しかし、このまま関係を続けてもいいのだろうか。

年上だし、若い女性にはかなわない。

いつかは捨てられてしまうのではないかと、いつも不安でたまらなかった。




「すみません。資料を作りました……」

部下の女性社員が話しかけてきた。しかし彼女の顔色がとても悪い。

「ありがとう。どうかした？」

「実は体調が悪くて……早退させてもらっても、いいでしょうか」

「いいわよ」

「ありがとうございます」

あと二時間で終業時刻だが、彼女は体調が、どうしても悪かったらしい。

「一人で帰れる？」

「大丈夫です。お先に失礼します」

彼女を見送ると、私は自分の仕事に専念した。

気が付けば、あっという間に時間が過ぎ、夕方になっていた。

終礼が終わり、早退した社員が作ってくれた書類に、目を通していた。

体調が悪かったせいか、かなりの修正箇所がありそうだ。もし明日も来なければ、提出するのに支障がきたしてしまう。

残っている社員は、大貴と他に数名。頼めるとしたら彼しかいない。

彼はパソコン越しに、こちらに視線を向けてくる。下から見つめられると、抱きしめてしまいたくなるほど可愛い。しかし仕事中なので、気を引き締めて、クールな上司を心がけた。

「里崎君、申し訳ないんだけど、一時間ぐらい残業してもらえるかな」

「わかりました。特に予定ないんでいいですよ」

「この書類なんだけど、Ａロッカーに入っている過去のデータと照らし合わせて、入力してくれる？」

「了解です」

綺麗な瞳に見つめられる。

業務中なのに心臓に悪い。

私は何も感じてないふりをして、自分の席に戻った。

「私もうすぐ終わるんで、手伝いましょうか？」

大貴より一つ年上の社員、花岡さんが話しかけている。彼女は物腰が柔らかくて、男性社員から人気がある、可愛い女性社員だ。

「大丈夫です。俺、仕事大好きなんで」

「さすがですね。ではお先に失礼します」

そんなアイドル的な彼女は、大貴を気に入っているようで、頻繁に話しかけている。彼には彼女のような、若い女の子がふさわしい。

　ついつい嫉妬してしまう自分を、戒めるかのように、唇を引き結んだ。




それから、一時間後に、大貴は指示した仕事を片付けた。気がつけば部署内には二人きり。

「課長、終わりました」

「ありがとう。残業させて悪かったわね」

彼はにっこりと笑って、顔を近づけてくる。

「残業したご褒美ください」

「は？　何を言ってるの」

こんなに愛らしい表情で求められると、私の女の部分がきゅんと疼いた。

「仕事が終わったなら、帰りなさい」

「理津子さんは？　腹減ったから、何か一緒に食べて帰ろうよ」

「こんなおばさんとなんて、一緒に食べたって楽しくないと思うけど。 花岡さんがあなたと食事をしたいみたいだから、今度一緒に行ってあげたら」

花岡さんの大貴を見る目に、しばらく前から気が付いていた。彼女は若くてかわいい。二人が交際すればきっとお似合いだ。

彼に視線を合わせず、キーボードを叩きながら何気なく話すと、手を掴まれた。睨みつけると、彼も私のことを睨んでいる。

「なんでそういうこと言うの？　腹立つ」

「あなたのためを思って言っているの。仕事の邪魔をしないで」

仕事なんて、本当は今日やらなくてもいいものばかりだ。明日でも間に合う。でもこのまま一緒に帰ってしまえば、どちらかの家かホテルに行って、ズルズルと時間を過ごしてしまうことになるだろう。

「じゃあ、理津子さんが仕事終わるまで待ってます」

「どうして困らせること言うの」

「だって、二週間もお預けなんて悲しいです……」

捨てられた子犬のような、可愛い瞳を向けられる。私はどうしても、この破壊力の強い目に流されてしまうのだ。

後ろから抱きしめられ、すぐに体が熱くなってくる。

「ね、理津子さん。もう誰もいないし、ここで……」

心で葛藤しつつも、彼からの誘惑に負けてしまった。

「……会議室に、行くわよ」

「はい！」

パソコンの電源を落として、退勤処理をする。

そして私たちは、小さな打ち合わせスペースに入った。

ここは少人数で、会議をするときに使っている場所だ。鍵を閉めることもできるので、誰かに見つかることはない。

部屋に入り、鍵を閉めた途端、大貴は人が変わったように積極的になった。壁際に追いやられ、顎を持って上を向かせられた。

唇が奪われ、舌が入り込んでくる。

久しぶりのキスに、心臓がドキドキとやかましい。

私は上司、彼は部下。会社で何をしているのだろう。頭にそんな考えがよぎるが、それ以上、考える隙を与えないくらい激しくキスをされる。

「ンッ……」

口の中を丁寧に舐めまわし、彼の唾液を飲み込んでしまうほど激しい。呼吸ができなくなって、ついむせてしまう。

「ゲホゲホ……」

「ごめん、ちょっと強引だったね」

ジトっと睨みつけると、彼は嬉しそうに笑って、抱きしめてきた。

優しくキスをして、スーツのジャケットが脱がされる。白いブラウス姿になると、体のラインが気になった。年下の男から見て、私の体はどう映るのだろうか。やはり若い子には勝てないと思ってしまう。

ブラウスの上から、大きな手で胸を包み込まれた。円を描くように、ゆっくりと揉みしだく。

「……ぁ……」

「シー。誰か来たら困るでしょ？　声は我慢して」

苦しそうにもがく私を見て、彼は笑っている。ブラウスのボタンが、一つずつ外されていき、ブラジャーが顔を出した。

胸の谷間に指を滑らせてくる。

「理津子さんの肌は、キメが細かくて、とても美しい」

褒められると、喜びが湧き上がってきて、頬が熱くなった。

大貴は私の頬にキスをして、わざと音を立てて吸い付いてくる。気がつけばブラジャーのフックも外され、胸が露わになっていた。

両方の胸を揉みながら、キスをしてくる。

「んっ、……あっ」

耳元に唇を寄せてきた。

「感じて、声、出ちゃうの？」

甘い声が耳の中に注ぎ込まれて、さらに身体の感度が上がっていく。胸が揉まれて、だんだんと蕾が硬くなってきた。

色づいた蕾を彼の親指が弾く。体に甘い痺れが流れ、ビクビクと震えてしまった。

声が出せない状況のせいで、いつもよりも敏感になっているかもしれない。

もがく表情を至近距離で見て、にっこりと笑っている。

「恥ずかしいから、あんまり顔を見ないで……」

「なんで？　すごく綺麗ですよ」

「一日中仕事したから、……メイクも崩れてるしっ……ぁんっ……」

「そんなこと気にしているんですか？　理津子さんって、本当に可愛いですね」

年下の男に、可愛いなんて、言われたくない。

私はいつでも、かっこいいオフィスレディでいたいのだ。しかし、彼の前では、鉄の仮面を剥がされてしまう。守ってもらいたくて、甘えたい、ただの女になってしまう。

彼が胸の先端に顔を近づけてきて、唇を開いた。白くて綺麗な歯が見える。

「あぁぁっ……」

なんと、甘噛みしてきた。

少し痛いのに、気持ちいいと思ってしまうのは、私はもしかしてマゾなのか。

胸の先端はさらに硬くなり、自己主張をしていた。肉厚な舌が、今度は優しくねっとりと舐めてくる。

「んっ、……あぁぁっ」

胸の輪郭に沿って、舌を這わせられる。私の体はだんだんととろけていく。彼は私を抱きしめて、ヒップラインを撫で回してきた。

「ちょっと待って、ここで最後までするのは駄目よ」

「もう、我慢できません」

いつもは柔らかくて、可愛い雰囲気なのに、野獣のような瞳を向けてくる。

私は、狙われた子ウサギ、のような気持ちになった。

スカートのフックを外され、ジッパーが降ろされる。タイトスカートが床に落ち、ストッキング姿になった。

机の上に手をついて立たされ、お尻を突き出す。

ストッキングの上から手のひらで撫でられると、体がぴくぴくと震えてしまう。

足を少し開かれ、ショーツのクロッチ部分を、何度も何度も、指で擦ってきた。だんだんと、中心が熱くなってきて、湿ってくるのがわかる。

「ここ、すごく熱くなってますよ。期待してるんじゃないですか？」

「そんなわけ、ない……」

「強がるところも、可愛いですね」

私は悔しくて、唇を強く引き結んだ。しかし、彼の指の動きが強くなって、すぐに口が開き、甘い声も溢れ出る。

「あぁ。んんんっ」

あまりにも気持ちがよくて、腰がくねくねと動く。

「シミが、できてるように、見えるんですが」

「そんな、恥ずかしい報告……いらない」

ストッキングとショーツを、一緒に脱がされ、秘所が露になった。

「いやぁん」

「相変わらず、綺麗なお尻の形ですね」

優しく撫でられ、粟立あわだつ。

次第に彼の手は、お尻の肉の弾力を、楽しむかのように掴んだ。

花びらが開いたかのように、秘裂がぱっくりとむきだしにされる。

ぬかるみから蜜があふれてきて、太ももを伝っていくのがわかった。

恥ずかしくて逃げたい気持ちと、このまま最後まで、してほしい感情が、入り乱れる。

後ろから指が伸びてきて、桜色に色づいた豆を弄いじられた。

「ひゃぁんっ」

直接触れられたので、刺激が強すぎだ。

思わず大きな声が出てしまう。

中指の腹で上下に動かし、円を描くように回された。

痺れるような強い快感に、唇をかみしめて、耐えるしかなかった。蜜壺から、蜜を掻き出し、塗りつけられる。

「ヌルヌルとして気持ちがいいでしょう？　理津子さんのここ、うねってます」

花びらが、じんじんと熱くなってくる。

手のひらで、蜜壺を優しく叩くと、ピチャピチャと音がした。

「オフィスで、こんなに興奮して、いけない課長ですね」

「……っ、誰のせい？　……あぁぁっ」

彼の指が、秘密の穴に入り込んでくると、熟れた果実のように、グチュッと音がした。手前のほうで小刻みに、抜き挿しを繰り返される。

じれったいその動きに、思わず自らの腰が動いた。

「ほしいですか？」

いやいやをするように、首を振った。

プライドが高いせいで、素直になれない。もっと可愛らしく、甘えることができれば、恋人だって、できていたのかもしれない。

わかっているけれど、年上の女性として、弱みを見せたくないのだ。

「へぇー……。じゃあ、もっとしてあげないと、いけませんね？」 

体を回転させて、デスクの上に寝かされた。大きく足を開かれ、彼に全て見える形になった。 見つめられるだけで、ダラダラと愛液が流れ出している。

「見られてるだけで、感じちゃうんですか？」

「……い、意地悪なことばっかり、言わないで」

「素直になったらいいんですよ。僕は何時間でも、こうして見ていられますから」

普段は、とても可愛らしい部下なのに、セックスになると意地悪になる。

そのギャップに、私は翻弄されてしまうのだ。

足を閉じようとしても、手で抑えられて、抵抗することができない。見られて、泣いてしまいたいほど恥ずかしいのに、感じてしまう。 

花びらを、大貴の指で、左右に広げられた。

蜜をすくい取り、指に伸ばして、粘膜全体に塗りつけてくる。

「はぁああっ……」

「あぁ……こんなに濡らして。綺麗にしてあげないと、いけませんね」 

恥ずかしい秘密の花園に、彼は顔を近づけてきた。

口を開き、真っ赤な舌が伸びてくる。触れた瞬間、甘い痺れが走り、花びらがうねった。

舌を大きく動かして、全体をねっとりと濡らされ、目を見開いた。

「あぁっ、あっ……んっ……あぁぁっ」

硬くなっている突起を舐められ、雷に打たれたかのような、強い刺激に身体が跳ねた。丁寧に舌で嬲なぶりながら、濡れそぼった秘穴ひあなに、中指が滑り込んでくる。

もうすでに、トロトロになっている私のそこは、抵抗なく彼の指を受け入れた。

さらに、彼は空いている手で、胸の先端を摘みあげた。

「ひゃあっ……うっ、あぁぁっ」

上からも、下からも、快感の波に襲われて、得体えたいのわからない大きな何かに、飲み込まれそうになる。溢れる蜜を啜すすられる。その吸引が、また違った刺激になって、気持ちがいい。

「あぁぁああ、んっ」

「どんどん、指を飲み込んでいきますね」

深いところに届いて、子宮の入り口を刺激される。その奥を、もっと太いもので、刺激されたい。

自分の中が、無意識に、うねっていることに気がついた。

激しく動かされ、私の隘路あいろは指を締め付けた。その感覚がまたよくて、もう何も考えられなくなる。早く、大貴ので、貫いてほしい……。

「ひゃぁああ、んっ、ダメ、そんなに刺激したら……イッちゃう……あぁぁっ」

あと、もう一歩で、山を登り切ろうとしたとき、動きを止められた。

急に離れた彼に、戸惑うような視線を向ける。すると彼は、顔を真っ赤にして、こちらを見つめた。

「理津子さん、あなたは、無意識に、そんな表情をしているんですか？」

どんな表情しているかなんて、自分にはわからない。それよりも、中途半端なところで、止められてしまったことに、喪失感と置いていかれた興奮とで、納まりがつかなくなっていた。

彼は自らも、スラックスを脱ぎ始めた。ボクサーパンツを脱いで、現れたのは、立派にそそり立っている肉棒だ。

痩せ型で、背が高い彼からは、想像できないほど、男らしくとても大きい。

初めて見た時は、自分の中に入らないかと思ったが、今では、あの淫らな棒の虜になっている、自分がいた。避妊具を装着した彼は、椅子に腰をかけ、両手を広げる。

「理津子さん、おいで」

「えっ？」

「だって僕のこと、ほしいんじゃないですか？　自分で挿いれてみてくださいよ」 

顔に火がついたように火照ほてりだし、なんということを、言っているのかと焦った。動揺しまくる、私の姿を見て、笑っている。

手を引かれ、立たされた。

「足を大きく開いて、僕の上に、乗っかってきてください」

「そ、そんな恥ずかしいこと……できないわ」

「じゃあ、このままで、いいんですか？」

思わず硬直が目に入り、喉をごくり、と鳴らしてしまった。

先ほどまで、焦じらされていたので、ほしくてたまらなくなっている。

このまま、中途半端なところで帰宅したら、きっと欲求不満で、何も手につかなくなってしまうだろう。

私は、恥を忍んで、上に乗ることにした。少しずつ、近づき……彼のものを蜜壷にあてがった。

「あぁっ……」

先が入るだけでも、大きくて圧迫感がすごい。

ほしかったものが、与えられた悦びに、さらに蜜が溢れてきた。

大貴が、自らの熱の塊を、手で押さえて、固定してくれるので、垂直になった。ゆっくりと、腰を下ろしていく。

熱い棒が、柔らかい粘膜を押し広げ、入っていく。私の中を、溶かしてしまいそうだ。

「……すごい、わ」

「上手ですよ。ほら、もっと深くまで、沈めてください」

彼の肩に、手をかけてつかまり、バランスを取りながら、深く腰を下ろす。そして、ついに、最奥まで到達した。動かないで、じっとしているだけでも、彼の存在感を中で感じ、悦びに震えた。

自らが、キュッキュッと、中で締め付けてしまう、その感覚ですら、たまらない。

「はぁ……ん……あっ……」

「すごい締め付けですね。気持ちいいでしょう？」

「ええ、おかしくなってしまいそう……」

私はもう、理性を保つことができなくて、素直に言葉を告げてしまった。

「それでは、もっと気持ちよく、なりましょうね。自分で腰を、動かしてみてください」

言われた通りに、従順に従う。腰を引き抜いて……また体を沈めていく。

その動きを繰り返すと、ヌチュヌチュと、卑猥な音が響いた。自分で腰を動かすたびに、隘路が擦こすられる。

奥に深くまで沈めてから、前後に振った。敏感な、桜色の粒が擦れて、その刺激もまたいい。

「上手ですよ」

褒められて、彼に視線を動かせば、頬を真っ赤に染めて、何かを耐えているかのような、表情だった。自分だけじゃなく、相手も気持ちよくなってくれているのだ。それが嬉しくて、さらに感度が上がる。

「上下に、動いてみてください」

難しいけれど、リズムを付けて動かしてみた。

彼も、私のお尻を持って、動かすのを手伝ってくれた。

パンパンパンと、肌と肌がぶつかり合う音が耳に届き、もう何も、考えられなくなってきた。その体勢のまま、口付けを交わし、舌を絡ませ合いながら、ピストン運動を繰り返す。

「あぁっ……あぁっっ……大貴……っ」

「理津子さん、名前を呼びながら、感じるなんて反則ですよ」

達たっしてしまいそうなところで、動きを止められ、私はデスクに寝かされた。

「頑張ってくれたので、今度は僕が」

そう言って、足を大きく開かれ、潤うるおい泉に熱の塊を挿入してくる。腰の横に手をついて、深いところを、ガンガンと突き挿してきた。

次から次へと、襲いくる快楽に、浮遊感を覚える。

「あっぁ、すごい……太くて…… 気持ちのいいのっ…大貴、もっと、もっとして」

「いいですよ。はぁ……ほら」

彼は、腹筋に力を入れて、さらに強く貫いてくれた。

内部が擦られ、熱くとろけている。二人を甘酸っぱい、淫らな香りが包んでいて、抜き挿しするたびに、飛沫が飛び散った。

激しく動かしながら、胸の先端をつままれる。

「ひゃあああっ……んんっっ」

あまりにも、強い快楽だったので、大きな声が出そうになるのを、必死で堪えていた。

「だめ、イッちゃう……あ、んっ……お願い、イカせて……！」

懇願するように、喘ぎ叫ぶ。

大貴の、淫らな肉棒が、私の中でさらに大きく、膨らんだ。

自分の中に、いっぱいになっている存在を感じ、女の悦びを知る。

「僕も、もうイッてしまいそうです……。あっ……！」

彼は、避妊具の中に、白濁をたっぷりと注ぎ込んだ。




私たちの呼吸が落ち着くまで、そのまま繋がっていて、キスを繰り返した。

しばらくしてから、私の中から、ゆっくりと抜いた。

体温が、スーッと下がっていく。

私はなぜか、いつもセックスをした後、寒くなってしまうのだ。それを知っている彼は、すぐに服を着るのを手伝ってくれた。

体に余韻が残ったまま、いつものスーツ姿に戻る。まだ歩ける状態ではないので、椅子に腰をかけながら、呼吸を整えた。

神聖な職場で、してしまったことを反省した。このまま、関係を続けていたら、抜け出せなくなってしまう。

私は上司として、何をしているのか。ましてや、年上の私のことを、彼が本気にするはずがない。罪悪感と、後悔が胸を支配し、顔が強張こわばっていくのを感じる。

そんな私に、彼は優しく笑いかけてきた。

「ついつい、オフィスでやっちゃいましたね。でもこれも、いい思い出になるかも」

「何を、のんきなこと、言っているのよ……」

大きなため息をついて、私は覚悟をした。

彼のことが、本当に好きだけど、やはり若い女性には勝てないのだ。

いつまでも、遊んでいられる年齢ではないし、私もいつかは、結婚だってしたい。

そろそろ、関係を断ち切らなければ、ずるずると続いてしまう。

「大貴、もう私たち……関係を終わらしましょう」

「えっ？　何でですか？」

悲しげな表情を向けられ、肩を掴まれる。私は目を背けた。

「今、こんなに濃厚に、愛し合ったのに。僕が納得できるように、説明してください」

「あなただって、不釣り合いだって、わかっているでしょう。若い女の子にも人気があって、選び放題だと思うけど」

ちらりと、上目遣いで見つめると、彼は安心したような表情を浮かべていた。

「不安なんですね？　大丈夫ですよ。僕は理津子さんのことが大好きですし、憧れの上司です」

諦めようとしていたのに。思いがけない、優しい言葉だった。

「もしよければ……僕と結婚してください」

「えっ！」

「頼りないかもしれませんが、誰よりも大切にしますから」

まさかのプロポーズに、私は固まって、しばらく言葉を、発することができなかった。

「僕は、ずっと本気だったんですよ。まさか、セフレだと思ってませんよね？」

訝いぶかしむような表情を浮かべて、顔を近づけてくる。

（やめて……今、そんなに近くで、顔を見ないでよ）

化粧もとれて、ひどい顔だし、感動で涙が溢れそうだ。

「こんな……おばさんでいいの？」

「理津子さんは素敵な女性です。僕は、あなたのことが好きで好きで、いつも考えています。ずっと、そばにいたい」

「……大貴」

プライドや、鉄の仮面をしていた私が、すべて裸にされていくような、気持ちになった。

ずっと、仕事を、頑張ってきた。

こんな私を、見ていてくれた人がいたんだ。

「こんなところでエッチをして、流れで結婚……なんて言っても、信じられないかもしれませんが、今度もっと、素敵なところで、プロポーズしますから」

大粒の涙が、頬を伝った。

「う、うん……」

「理津子さん、 愛してます」

彼は、私の左手を持って、薬指にキスをした。













診察終了後の秘め事













今日は天気がいい。

今週末も晴れるといいなと思いながら、職場へと向かって歩いていた。

私はデンタルクリニックで事務員として働いている。

院長の三上みかみ渉わたるさんとお付き合いを始めてもうすぐ一年。

平日はいつも忙しいけれど、日曜日は必ずデートをしてくれる。そのため、私にとって週末の天気は重要なのだ。

ＹＧＵビルディングの十二階は、様々なクリニックが入っている。渉さんは三十歳で『三上デンタルクリニック』を開業。二年が過ぎた。腕がいいと評判がよく、予約は常に埋まっている。

職場に到着して更衣室へ向かう。

上はベージュ、襟周りとスカート部分は、黒のワンピースタイプの制服に着替えた。

清潔感が大事なため、鏡を見てボブヘアの髪の毛が跳ねていないかをチェック。

二重で目が大きく、鼻が小さいので子供っぽい表情に見える一方、胸が大きく、顔と体がアンバランスだ。自分ではあまり好きではない。

胸が膨らみ始めたのは小学六年生で、その頃から男子の視線が気になって仕方がなかった。

外見は変えられないので、なんとかメイクでバランスを保つしかない。

藍沢あいざわ史香ふみかと書かれたネームプレートをつけて更衣室を出た。

スタッフルームには三上院長がすでに出勤していて、ソファーで新聞を読んでいる。

「おはようございます」

「おはよう、今日も早いな」

クールな瞳を向けて挨拶をしてくれた。

今日もかっこいい。

私よりも、二十センチほど背が高く、黒髪の前髪はいつも綺麗に固めていて、額が見えている清潔なヘアスタイル。

凛々しい眉で、はっきりした目鼻立ちで、マスクをしていてもイケメンオーラが溢れている。

女性の患者さんから人気があるのは心配の種だ。

職場のスタッフも憧れている人は多いが、到底手の届く人ではないと思っているので、積極的にアピールする人はいない。

私がお付き合いできたことは、奇跡的としか言いようがない。

「史香」

「はいっ……」

他のスタッフはまだ出勤しておらず、二人きり。なので下の名前で呼ばれた。

彼は、立ち上がり近づいてきて、顔を覗き込んでくる。

「あ、あ……あのっ」

彼のことが大好きすぎて、いまだに緊張してうまく話せないときがある。交際して一年だというのに、いい加減慣れなければと思うのだが、渉さんが素敵すぎるのだ。

「今週は、どこに行きたい？」

「……そうですね、先週は景色のいいところでランチができたので……うーんと」

幼い頃から、自分の主張とか要望を表明するのが苦手だった。なので、すべて私の願いを聞き入れてくれようとする彼に対しても、戸惑ってしまう。

こんな女は嫌にならないだろうか。

クールな瞳で見つめられ、私は俯いてしまった。

彼は私の頬に手を添えて上に向かせ、小鳥のようなキスをした。

唇に口紅が移っているので慌てる私に、クールに微笑んでマスクをする。

「口紅が……」

ついてますと伝えようとしたとき、扉が開いた。

「おはようございます」

次々とスタッフが出社してきて、いつもの日常が始まった。

私は何事もなかったかのように受付に行き、パソコンを起動させた。カウンターに向かって腰をかけたが、不意打ちのキスだったので、心臓がドキドキしている。まずは落ち着いて仕事をしよう。




仕事ができて、どんなときも話をしっかり聞いてくれる、そんな院長のことを好きになったのは、入社してすぐのこと。

クリニックを開業したばかりだったので、初めの頃は大変そうだった。

早く来て、少しでも何か役に立ちたいと思って、いつも一時間早く出社していた。

大したことはできないけれど、病院を訪れる患者様が気持ちよく通院していただけるように、埃一つ残さないように掃除をした。

『いつも気がついてくれてありがとう。藍沢さんはみんなから評判がいいよ。君に来てもらってよかった』

見返りが欲しくてやっていたわけではいが、褒めてくれたことが本当に嬉しかった。思わず涙がポロリとこぼして、彼のことを驚かせてしまった。

『傷つく言葉を言ってしまったか？』

『いえ、嬉しくて』

『すまん、そんなに喜んでくれるとは思わなかったから……』

優しく微笑んでくれたその表情に、私は完全に落ちてしまった。




　それから一週間後に、暑気払いがあった。そこで私はアルコールが弱いのにオレンジジュースとカシスオレンジを間違えて飲んでしまったのだ。

お酒を飲むと笑い上戸なってしまう。そんな恥ずかしいところは人に見せたくないので、絶対に飲まないようにしていたのに、フラフラに酔っ払ってしまった。

なんとそのとき、渉さんが介抱してくれたのだ。

一人暮らししている私の家までタクシーで送ってもらうことに。

車中で私は饒舌になっていた。

『お酒飲むと、楽しくなっちゃいまして、お話したくなるんです！　あはははっ』

先生は苦笑いで、でも、温かい眼差しを向けながら、話を黙って聞いてくれた。

足元がおぼつかない私を心配し、部屋まで着いてきた。

この時期、実家の両親からお見合いを勧められていて……。

童顔でありながら体は発達していて、アンバランスのせいで恋愛に積極的になれなかったと笑いながら打ち明けた。

『好きじゃない人と結婚なんてしたくないなぁ』

突然優しく抱きしめられ、憧れていた気持ちが一気に爆発した。

酔っ払った勢いで『先生のことが大好きなんです！　他の男の人とお見合いして結婚なんてしたくありません』と言ってしまった。

『俺が恋人になる。お見合いは断ってほしい。それと他の男とアルコールを飲むのは禁止だぞ』

『わかりました』

あの日がきっかけで、交際するようになった。

今でも彼が彼氏だということが信じられない。

両親にお付き合いしている人がいるということを伝えたら、お見合いは勧められなくなった。どうやら恋人の一人もできない娘を心配しての提案だったらしい。




今日も朝から忙しく、気がつけば十九時半になっていた。

事務員は私だけで、歯科衛生士も一名しか残っていない。

扉を閉めようとしたとき、一人のサラリーマンが入ってきた。

定期的に検診にやってくる森本さんだ。

「こんにちは！　藍沢さん」

「こんにちは。診察券と保険証をお預かり致します」

彼は満面の笑みを浮かべながら手渡してくれた。このビルに入っている飲料メーカーで勤めているらしく、いつもアプローチをしてくるのだ。

「診察室の前でお待ちください」

「わかりました」

爽やかイケメンなので同僚からも人気がある。しかし私は興味がないし、ちょっとだけ迷惑だった。

診察室から出てきた森本さんは、ソファーに腰をかけてタブレットを開いていた。

会計の書類が揃い名前を呼ぶと、彼はなぜか強張った笑顔で近づいてきた。

躊躇ためらいがちに、何かを差し出してきた。覗くと映画のチケットだ。

「日曜日……もしよければ一緒に行きませんか？」

「申し訳ございません……。患者様とは個別にはお会いできないので」

「そんな固いことを言わないでください。友達からでいいんです。ぜひ一緒に」

困っているとそこに渉さんが現れた。

「大丈夫か？」

さり気ない感じで、耳打ちしてくる。

「はい、もうすぐ終わります」

その様子を見た森本さんは、これ以上話しかけるのは無理だと判断したらしい。

チケットを置いてその場からいなくなった。

渉さんはそのチケットを持って睨みつけている。

そこにベテラン歯科衛生士の山田さんが近づいてきた。

「もしかして、誘われたの？」

「……映画に一緒に行きたいと言われまして」

「いいじゃない。イケメンだし感じのいい人だから、一度くらい。ね、先生」

同意を求めるように山田さんが聞くと、渉さんは曖昧な表情を浮かべて、スタッフルームへと消えていく。

「じゃあ、私はこの後、予定があるんで」

「はい、少し事務処理を済ませてから帰ります」

（渉さんは、私が他の男性にデートに誘われても、気にならないのかな）

パソコンに入力をしていると、すぐに私服に戻った山田さんが出てきた。

「お先に！」

「お疲れ様でした」

仕事が終わり着替えようと立ち上がったとき、渉さんが近づいてきた。いつもクールな瞳をしているが、今日はさらに冷たく見える。

何か嫌われることをしてしまっただろうか。

もしかしたら気に障ることでもあったかな。

不安が募っていく。

「遅くなってごめんなさい。今帰ります」

横を通り抜けようとする私の腕を掴んだ。そのまま手を引いて普段ほとんど使われていない特別診察室へ連れていかれる。

ドクターのデスクと、診察台が一台置かれている個室だ。

部屋に入ると、扉を閉めてじっと瞳を向けられた。

オフィス街のここは、部屋の電気が消えていても、周りのビルの光が差し込む。

薄暗いが彼の表情はわかる。

彼の瞳を見ると、獲物を狙う野獣のようにぎらついていた。

顎を持って上を向かせ、食べられてしまうかのような、強引なキスをされた。

上唇と下唇を舌先で突かれ、私は口を開いた。

彼の舌が入り込んできて、固まっている舌を絡め取られる。ジュルジュルと濡れた音が、誰もいない診察室に響いた。

口の中を弄られ、頭がぼんやりとしてきた。彼はとてもキスが上手い。以前彼は、人間の体の中で一番敏感な部分は、口の中だと歯科医らしいことを言っていた。確かに髪の毛一本入っただけでも、違和感を覚える。そんな敏感なところに丁寧に刺激を与えてくる。

「キスだけで感じてしまったのか？」

勝ち誇ったような表情に私は悔しくなった。

渉さんは口元に笑みを浮かべて、距離を詰めてくる。

後ずさり、背中に壁が当たって、行き場を失った。

「あ、あの……待って、ください」

顔の横に肘をついて、上から見下ろされた。

美しい瞳に見つめられると、魔法にかかったみたいに動けなくなる。どうやら何かに怒っているようだが、心臓がドキドキしてたまらない。

「史香は、誰の女だかわかっているか？」

「もちろん、渉さんです」

まるで支配されているようなやり取りだが、独占欲をむき出しにされるのは嫌いではない。むしろ愛されているのだと安心する。

しかし、なんでそんなことを、ここで聞いてくるのだろうか。

「まだ自覚が足りないようだ。他の男に目が行かないように、もっとわかってもらわないといけないな」

普通の女性なら、恐ろしい言葉を言われているように思うかもしれないが、私は嬉しくてゾクゾクしてしまう。

「私は、渉さん意外……目に入りません、あっ」

制服の上から胸が揉まれ、体はだんだんと体温が上がる。

「はぁ……んっ」

唇から溢れる吐息が熱い。

職場でこんなことをしたことはない。

背徳感に襲われながらも、愛する人が求めてくれていると思えば、嬉しくて、抵抗する気にはならなかった。

体のラインをなぞるように、手のひらが全身を撫で回す。背中を擦りヒップラインをスカートの上から触られた。

気がつけば、制服の背中のファスナーが下されている。

その音すら淫らに聞こえてしまう。

ワンピースがストンと落ちて、足元に溜まった。

彼の瞳に映し出されたのは、新調したばかりの新しい下着だ。 

「紫色。随分といやらしい色をチョイスしたものだな。他の男に触られることを想像していたのか？」

「渉さんが……大人っぽい女性がタイプだと話していたから」

たまたま先日、スタッフルームで『俺は大人っぽい女性がタイプだ』と話している内容が聞こえてきた。

童顔でも、セクシーな下着を身につければ、体だけでも好みの女性になれるかと思ったのだった。

クールな瞳が、射抜くように見つめてくる。

「くだらない」

大きな手のひらが、ブラジャーの上から揉みしだく。

「………はぁ……んっ……ぁっ」

いつもより少々激しく揉まれているのに、つい甘い声が出てしまう。

そんな私を見て、彼は楽しそうに口元に笑みを浮かべた。

プチン、とブラジャーのフロントホックを外した。

たわわに実った胸が溢れ出てくる。

恥ずかしくて、足が内股になってしまった。

彼は目の前に顔を近づけてきて、肉厚の舌を口から出し、胸の先端の周りの色の薄い部分をねっとりと舐めた。

「……はぁ、三上っ、院長……あぁ……っ」

「いつもは下の名前で呼ぶくせに。今日はそういうプレイをしたいとか？」

「違いますっ……ここは病院だから……ひゃうっ」

抵抗しようとしたが、赤く染まっている蕾をぺろりと舐められ、言葉が遮られてしまった。

全身に電流が流れたような感覚に陥り、触られていないところまで快楽が走り抜けた。舌先を硬くして執拗に舐めてくる。そのたびに私は声が漏れてしまう。

彼の手がだんだんと下がっていき、ショーツに手をかけた。クロッチ部分をグリグリと刺激されると、体の中に溜まっていた熱が、蜜となって溢れててくるのがわかった。

「もうこんなに湿ってる。職場でこういうことされて気持ちいいか？」

「意地悪なこと言わないで、ください……」

「汚れてしまうから脱がせるぞ」

ストッキングと一緒に、ショーツも脱がされてしまった。少しひんやりとしている診察室。そこで私は全裸になっている。

なんと淫らな光景なのだろうか。

彼は目の前で白衣を脱いだ。ワイシャツにネクタイ、スラックス姿になった彼が、私の手を引いて、ドクターデスクに手をつかせた。

お尻を突き出すような格好にさせられて、エロティックに撫で回す。

「んっ……ぁぁっ」

まだ割れ目には触れられていないのに、トロトロと蜜が溢れ出し、太ももを伝っていく。それを指ですくいとって、私の顔の目の前に持ってくる。

親指と人差し指を開くと糸を引いていた。

こんなにも濡れているのかと恥ずかしい。

「こんなにして……。早く俺のことが欲しくて仕方がないじゃないか？」

彼の甘い声が耳朶じだをくすぐる。

質問の答えに黙り込んでいると、割れ目に指が当てられた。上下に少し動かすだけで、ピチャピチャと濡れた音が響く。

指先で少し刺激されるだけで、私の花芯は大きく膨らんだ。

丁寧に撫でられると、我慢できなくなって、太ももがプルプルと震える。

「あぁぁん、これ以上されたら……私、おかしくなっちゃいます」

身をかがめて私のお尻の肉を開き、顔を埋めてくる。そして、桜色に色づいている敏感な粒を、長い舌でペロペロと舐めたのだ。

「ひゃぁあああっ」

ざらついていて、ぬるぬるとした肉厚の舌に刺激し、ほころんでいる花びらもまんべんなく愛撫される。

「はぁ……ん、渉……さん、あぁああん」

私の大切なところは、快感のあまり収縮を始める。

「クネクネと動いていやらしいな」

恥ずかしさのあまり、私は逃げ出したくなったが、こんな中途半端なところでやめられたら、おかしくなりそうだ。

丁寧に舐めながら、ぬかるみに指を沈めてきた。

浅いところで、抜き挿しを繰り返されると、ジュブジュブと音が鳴る。

「俺の指をどんどんと飲み込んでいく」

そんなつもりはないのに、自分の体は無意識に彼の指を奥へと導いていく。そして隘路が指を締め付ける。

その感覚がまた気持ちよくて、体温を上昇させた。

　蜜壁みつへきが擦こすられ、内部の感じるポイントを集中的に刺激される。

彼は私の体をすべて知っている。まるで自分の所有物のように扱うのだ。

それが嬉しくて、愛されている実感が湧いてくる。

中に入ってくる指が、二本に増やされ、指がバラバラに動く。

「ああぁああ、いやぁあ、イッちゃう……」

「まだ手前しか触っていないのにか？」

「だって……」

指が抜かれて喪失感にかられた。困惑した表情で肩越しに振り返ると、私の体を回転させて向かい合い、激しくキスをする。

「ンッ」

唇が離れてじっと見つめられる。

「欲しいですって言ってみろ」

「……そんなこと、クリニックで……言えません」

「いつから、そんなに素直じゃなくなったんだ？」

「だって、すごく恥ずかしい」

「やはり、あの男に気を取られているんじゃないか？」

彼の口から嫉妬めいた言葉が聞くことができ、胸が嬉しさで膨らんでいく。でもそれは本当に恋人として？

見上げると、苛立った表情を浮かべていた。

「渉さん、私は……」

あなた以外に気持ちはない、と言おうとしたのに、発言を許さない雰囲気だ。　

診察台に座らせ、ボタンを操作して診察台を倒して横にした。

口の中を照らすライトをつけて、私の足を大きく開く。

彼は椅子に座って、正面からじっくりと観察するように、双眸そうぼうを向けた。

「あ、あまり見つめないでください」

「中がヒクヒクしている。ライトで照らすとよく見えるな」

困惑する私の顔を見て、楽しそうに笑っている。

恥ずかしいのに、彼に大切なところをじっと見られていると思うだけで、さらに蜜が溢れ出てくるのだ。

繊毛せんもうをかき分け桜色に染まっている秘所をペロペロ舐められ、長い手が伸びてきて胸を揉みしだく。

もう我慢できない。少しでも早く入ってきてほしい。

思わず、感情が爆発して、彼の頭の上に手を乗せてしまった。

足の間から上目遣いで、こちらを見つめてくる。

「どうした？」

「私にも、奉仕させてください」

「いいだろう」

起き上がって降りると彼のスラックスと下着を脱がせ、診察台に横になってもらう。椅子に座って身をかがめ、大きくそそり勃たったものを胸に挟む。

これは彼が大好きな行為で、いつも喜んでくれるのだ。

胸で挟みながら、先端をチロチロと舐める。

そうすると、気持ちよさそうな声が溢れる。

「……はぁっ、たまらない。上手くなったな」

褒められるとうれしくなって、私は頑張って頭を動かした。

口の中の彼の分身が、段々と硬くなり、熱くなっていく。

こういうことをするのも、すべて渉さんに教えてもらった。

私はもう彼なしでは生きられない。だから他の男性に誘われたって絶対にいかない。どうか安心してほしい。

上目遣いで彼を見つめると、こちらをうっとりとした瞳で見てくれている。

「よし。もういい。そろそろ褒美をやる」

大きな欲棒を口から離した。

ふたたび私を診察台に寝かせ、体が近づいてきた。

割れ目に沿って、熱の塊かたまりをくっつけてくる。

いつのまにか彼は避妊具を装着していた。この薄いゴムの膜すら、私には隔たりがあるように感じる。こんな壁を取っ払って、ひとつになりたい。

私の蜜を自らの熱の塊にまとわせ滑りやすくし、先端が中に入ってきた。

雁かり部分が蜜壺に埋まり、ゆっくりと押し進めてくる。

「……ぁん」

私は眉間に皺を寄せながら彼を受け止める。

組み敷かれた彼の肩越しに、天井が見える。

この瞬間がいつも幸福でたまらないのだ。なぜなら、彼の瞳に映っているのは、間違いなく私だけだから。

とろとろに濡れて、柔らかくなっている媚肉が、剛直を包み込んだ。

大きくて毎回圧倒されているが、すんなりと受け入れてしまうほど濡れている。

「あぁぁ、うっ……ンっ」

「そんなに、締め付けるなって……」

二人の陰毛が、ぴったりとくっつき合うほど、奥まで入ってきた。

激しく動くわけではなく、細かな振動を与えられる。お腹の中でバイブレーションが作動しているような感じがして、全身に快楽が広がっていく。

このスローなセックスが私は大好きでたまらない。

「あぁ……はぁん……あぁっ」

少し抜いて、深いところを突き上げる。

それを何度か繰り返すと、彼は体を曲げて胸に吸いついてきた。

大切なところも胸も刺激され、悦びで胸がいっぱいになる。

好きな思いが溢れ出すと、蜜道が無意識に男根を締め付ける。

「……あぁ、すごい。史香は最高の女だ」

褒め言葉は嬉しいが、愛しているとか好きとか言われたことがない……。私、愛されているのかな。

「あっ、あぁっん、あぁぁっ」

彼は私の思考を打ち消すかのように、急に激しく打ち付けてきた。

「まさか他の男のこと、考えていたわけではないだろうな」

「違います……、す……ごく、激しいっ、あぁああん、ああああっ」

ズボズボと激しく挿し込まれ、飛沫が飛び散っている。

ここは神聖な職場なのに、私は欲望に負けて、受け入れてしまった。

あともう少しで達しそうというところで、彼は動きを止める。

涙目になって見つめると、診察台から降ろされた。

立ったまま後ろから挿入される。また深いところまで熱の塊が届いて、私は我を忘れて喘ぎ続けた。肌と肌がぶつかる音が、静かな診察室に響き渡る。

「あぁぁっ、イッちゃう……」

迫ってくる絶頂の感覚に思わず大きな声を上げてしまった。

「何度でもイッたらいい」

彼はそのまま激しく打ち付けてきた。

熱の塊が、内部の柔らかいところを、繰り返し刺激してくる。

呼吸が乱れてきて、頭が真っ白になり、私はついに快楽の山を駆け上がってしまった。

「ああああああっ……っ」

体の力が抜けて倒れそうになったとき、彼は腕で体を支えてくれた。

ふたたび診察台に寝かされる。

まだまだ体力の残っている渉さんは、屹立きつりつを挿入してきた。

「待って、まだイッたばかりです……！　あっ、ああぁっ」

診察台が、壊れてしまうのではないかと思うほど、激しく揺さぶられた。

強く打ち付けられるので、胸が上下に揺れる。

「あっ、あぁぁっ、あぁぁあ！」

今日はいつも以上に、強引な気がする。まるで、体だけを支配してやろう、と言いたげなそんな態度だった。

「渉さん……あっ……あぁぁっ！　また、イッちゃう……いやぁああっんっ」

腹筋に力を入れて、抉えぐるように中に挿し込んでくる。

連続して達する私は、気を失ってしまいそう。

きっとメイクも崩れて、髪の毛もぐちゃぐちゃになって、みすぼらしい姿になっているだろう。

愛する人に、この姿を見られたくないが、気持ちよくてどうしようもない。

「史香、俺もイク……っ、クッ」

避妊具越しに白濁がたっぷりと放たれた。

私の中で、男の熱の塊が、ビクンビクンと震えている。

しばらく落ち着くまで、そのまま重なり合っていた。

「はぁ……はぁ……」

ゆっくりと引き抜くと、渉さんはタオルを濡らして、私の体を拭いてくれる。

私は体が弛緩していて、しばらくここから動けそうにもなかった。

快楽の波が過ぎ、興奮が落ち着いてくると、私たちの関係について、不安が過ぎった。

普段彼は愛の言葉を口にしない。今までは何も疑わず、彼のことを信じてきたけれど、もしかして私たちの関係は……。

セフレとして接しているなら、こうやって優しくしないでほしい。余計に切なくなって、身がちぎれてしまいそうな思いになる。

思い返せば、はっきりとした言葉で交際を約束したわけではない。自然と休日に会って食事をし、セックスをする関係になっていた。

「渉さん……」

「ん？」

「私は、渉さんのことが……心から好きです。愛しています」

「フッ」

彼は鼻で笑った。

起き上がった私は、じっと彼を見つめた。

「ずっとそばにいたいです。でも、セフレとしてじゃなくて……彼女として……いさせてもらえるなら……」

「ちょっと待て」

話している途中に、言葉を遮られた。泣きそうになる私は、我慢しながら視線を移す。

「今日は少々、強引に抱いてしまって申し訳なかった。今日のセックスで、体だけの関係だと思われたのか？」

「……はい。だって私なんかじゃ……」

気まずそうな表情を浮かべて、鼻の頭をポリポリと掻いている。

「俺は史香の恋人だと思っている。しかも中途半端な気持ちじゃなくて、結婚を前提に、交際しているつもりだ」

珍しく、彼から愛の言葉を、ストレートに伝えられ、胸がキュンキュンと騒ぎ出す。

あまり言ってくれない言葉なので、録音しておきたかった。

「史香に言い寄ってくる奴がいるだろ。そいつに気が取られてるのかもしれないと思って、俺なりに心配しているんだ」

これが本当の彼の気持ちなんだ。私のことを、そこまで思っていてくれたとは……。

私は満面な笑みを浮かべて、両手を伸ばし、渉さんに抱きつく。

「私が、渉さん以外の男性を、好きになるはずありません」

「……当たり前だ」

抑揚のない声で言っているけれど、彼が思いっきり照れているのは、私にはわかる。

私も勘違いしかけたけど、彼はこういう不器用な人なのだ。

嫉妬してくれるなんて、嬉しすぎる！

「あまりくっついていると、また犯したくなる」

「いいですよ。でも、渉さんの家がいいな……。終わったらそのまま、くっついて眠りたいです」

甘えるように頬を擦り寄せると、力強く抱きしめてくれた。

「結婚したい」

呟くように言ったので、空耳かと思って、びっくりして顔を上げた。

真剣な眼差しで、冗談を言っているようには聞こえない。

「少し早いかと思ったが、史香と離れたくないんだ」

「渉さん……！　私もです。毎日病院で会えるのに、家に帰ると声が聞きたくなって、触れたくなるんです」

同じ気持ちだったことが嬉しくて、涙が溢れてきた。

渉さんは今までに見たこともないような、優しい笑顔を浮かべる。

私の頬を包み込み、唇を重ね合わせる。

「こんなところで、プロポーズするなんて思わなかった。これは仮だ。本番は近いうちにさせてもらうから、楽しみにしていてくれ」

「はいっ」

　元気いっぱい返事する私に、渉さんはつられるように、明るい笑みを浮かべた。













社内恋愛は禁止です
















「あぁぁん、あっ、ん……あぁぁっ」

彼が腰を打ち付けるたびに、肌のぶつかり合う音が響く。

ぱちゅぱちゅ――。

二人をつなぐ濡れた音が、淫らなメロディーに聞こえてきた。

愛する彼の部屋の中、ベッドの上で、私は抱き潰されている。

久しぶりにゆっくりとプライベートで会うことができて、もっといろんな話をしたかったのに、彼は私をベッドの中へと引きずり込んだ。

「あぁっ……もう、イッちゃってるのっ……あぁぁあ」

「もっと、イッて……桜子さくらこ……もっと感じて」

意志の強そうな黒い瞳に見つめられ、胸がキュンとなる。

鼻が高くて唇の形がよくて、体はよく鍛え上げられていて筋肉質。肩幅が広くて胸板の筋肉もたくましい。

私は彼に、すっぽり包み込まれているような気持ちになった。

「ひゃ、あ、あぁぁあ、あぁっ、そこ、すごく……イイっ」

内壁ないへきを擦こすり上げるように、何度も熱の塊が行ったり来たりを繰り返す。

「あぁっ……っ、はぁっ……んっ」

いつもは爽やかで、どちらかというと可愛らしい顔をしているのに、ベッドの中に入ると人が変わったように野獣のようになる。私はそのギャップに、とても惹かれていた。

でも、本当に彼は私のことを愛してくれているのだろうか？

不安な気持ちに襲われるけれど、私は思っていることを口にできないタイプである。

「正臣まさおみ君……あっ、あぁぁっ、また、イッちゃう……！　あぁっんっ！」

抱かれているうちに、頭がぼんやりとしてきた。

そして幼い頃の彼の姿が頭に浮かぶ――。




田中正臣君と私、工藤くどう桜子は、北海道出身で中学校が一緒だ。

スポーツができて、頭がよくて、いつもモテモテだった彼のことが密かに好きだった。

私は幼い頃から地味なタイプで、目も鼻も口も顔のパーツが小さくて、どこにでもいる平凡な容姿。おまけに近視が強くてメガネをかけている。

黒髪のセミロングのストレートヘアは幼い頃から同じ。

完全なる文学女子で、時間さえあれば図書室にこもって、本を読み耽っていた。

いつもクラスの中心にいる彼に、密かに憧れていたが話しかけることができず、見ているだけだった。

そんなある日、図書室に正臣君がやってきた。

図書委員だった私はドキドキしながら過ごしていると、おすすめの本を聞かれたのだ。

教えてあげたことがきっかけに、彼は頻繁に図書室に来るようになって、いろいろ話しかけてくれるようになった。

正臣君と一緒にいるだけで心臓が早鐘を打ち、頬が熱くなっていつも目で追ってしまう。

私の初恋だった。

このまま高校も一緒に行けると思っていたある日、彼は両親の都合で転校してしまうことに。

それから会うこともなく、気がつけば私は大人になっていた。

連絡先など知るはずもなく、思春期の甘酸っぱい思い出として、記憶の片隅に追いやられようとしていたのに……こんな関係になるなんて。




私は家庭の事情で進学することができず、高校卒業と同時に就職。

ところが二年で、会社は倒産してしまった。

それからなかなか仕事が見つからず、派遣社員として転々とし、十ヶ月前に出版社に派遣された。

業務内容は、有名ファッション雑誌の編集部の補佐だった。

幼いころから本を読むことが好きだったし、通信教育で校正の勉強をしたこともある。

いつか本に関わる仕事がしたいと思っていたので、出版社で働けるのが嬉しくてたまらなかったが、ファッションとは程遠い生活をしていたので戸惑いもあった。

初出勤日に編集部に行くと、たくさんの人が忙せわしなく働いて、締め切りに追われているのか、泊まり込みで仕事に励んでいる人もいるように見えた。

今では慣れたけど、当時はここでちゃんとやっていけるのだろうかと不安になったが、せっかく与えてもらえた仕事なので頑張ろうと気合いを入れたのを覚えている。

『今日から校正の仕事で派遣された工藤桜子さんです。彼女には、田中さんの補佐をしてもらいます』

朝礼で紹介された。

田中と聞いたとき、ふと懐かしさを覚え、昔の思い出がよぎった。しかし、そんな偶然あるわけないと、気持ちを切り替えた視線の先には、子供のころの面影が残る顔。私は目を疑った。

まさかこんなところで会えると思わず、息が止まるかと思った。

成長した彼は背も高くなり、社会で揉まれたのであろう、顔つきも凛々りりしくなっていて、しかも企画はすべて大当たりするというスーパー編集員だったのだ。

私たちは目が合うと、お互いびっくりした顔をしていたのだろう。社員たちは何事かと私たちを交互に見比べた。

『桜子ちゃん？　俺と中学校が一緒なんです！　奇跡だ！　こんなところで会えると思ってなかったよ』

編集部内が驚きに包まれた。

幼馴染との再会に喜んだのもつかの間、社内の仕組みや仕事の進め方の説明を受け、やっと一息ついたころ、早くも新入りの洗礼を浴びてしまった。

お手洗いに行き、用を済ませて外に出ると、三人組のお局様に捕まってしまった。

『田中君と随分親しそうにしゃべっていたわね』

『……中学校が同じだったんです……ただ、それだけで』

『ふーん、いい？　ここ、社内恋愛禁止だから』

そんなつもりはなかったのに、釘を刺されたのだ。

正臣君を好きだったのは遠い昔のこと。

同じ会社に入ったけれど、今は仕事相手として接していくだけ。

配属された早々、波風を起こしたくないので、努めて馴れなれしくならないよう気を遣った。

ところが彼は親しく話しかけてくる。そのたびに、お局様からの視線が気になっていた。私は意識して業務以外は余計な会話はしなかった。

ある日、正臣君にどうしてもお茶に付き合ってほしいと言われ、仕事を終えて二人で喫茶店に行くことになったのだ。

昔話に花が咲き、一緒にいると懐かしさと安堵が広がっていく。

そして、実は小さい頃好きだったと告白されたのだ。

まさか人気者だった正臣君が、私のことを好きだったなんて信じられない。当時から地味で、大人になった今も変わっていない自分が恥ずかしい。

でもそう言ってくれただけで嬉しくて、この先何があっても生きていける気がした。

興奮したあまり、実は私も初恋の相手だったことを伝えると、お付き合いしてみないかという話になってしまった。

社内恋愛禁止だと、先輩に言われた話をしたら『じゃあ、こっそり付き合おう』と言われた。

そして、私たちの関係は、今までの時を埋めるように少しずつ、しかし確実に深まっていった。




目を覚ますと正臣君のベッドの上だった。

彼の姿はなく、スマホにメッセージが入っていた。

『これから仕事だから、ゆっくり寝ていて』

最近、全然外でデートしていない。

彼の家に行って、体を重ねるだけ。

「これってセフレじゃないの？」

寂しくなって、ついそんなことをつぶやいてしまった。

体だけ繋がっていても心が通っていなければ意味がない。そう考えてしまうのは私の恋愛経験が乏しいからだろうか。

着替えを済ませて彼の家から出る。何着か服を置いてあるのでそのまま出勤することにした。




職場に行くと彼は、朝から忙しそうに働いていた。

「桜子ちゃん、悪いけどこれ、今日中にチェックしといてもらえる？」

「わかりました」

正臣君は職場でも私のことを下の名前で呼ぶ。それだけのことなのに職場のお局様は睨みつけてくるのだ。それだけ彼は人気があるということだ。私は突き刺さるような視線のなか、原稿に向かった。

それから、正臣君はニューヨーク支社と日本支社を行ったり来たりの生活になり、ほとんど連絡が取れない日も続くようになった。

寂しいけれど、仕事を頑張っている彼にわがままは言えない。男の人は仕事が大事なのだ。どうしたら支えてあげられるのだろう。私にできることは何かあるのだろうか。ああ、もっと話がしたい、だけどそんなことも言えないよね……。

給湯室から出てきたところ、出先から戻ってきた正臣君と鉢合わせる。

「お疲れ様です」

「お疲れ！」

パッと手を上げて私の横を通り過ぎていく。いつも通りなのかもしれないけれど、なんだか距離がある気がした。




その日のランチタイム。派遣会社の人と約束をしているので、会社を出て待ち合わせの場所に向かう。

話があると言われていて、そろそろ契約更新の話かなと身構えていた。

喫茶店に入り、私と同じぐらいの年齢の女性社員が気さくに話しかけてくる。

「出版社のお仕事はどうでしたか？」

過去形で話してくるのが嫌な予感をさせる。

「元々文字を読むのが好きだったので、やりがいもあるし楽しいです」

「そうですか」

彼女は笑顔だが、だんだんと気まずそうな表情になっていく。この雰囲気で契約更新がないのだということを悟った。

「残念なんですが、契約更新は無しということでお話を聞きました。また工藤さんが働きやすい職場を探しますので」

「そうですか。わかりました。よろしくお願いします」

正社員の仕事や、せめて契約社員の仕事を探しているけれど、なかなか見つからない。私はいつまでもこうして会社を転々としていくのかな。

落ち込む気持ちで会社に戻ると、編集部内がざわざわとしていた。なんだろう。思い当たることはないが、仕事に集中しようと思っても、心が掻き乱されるようだった。

隣の座席に正臣君が戻ってきた。

そこに男性社員が近づき、正臣君の肩をポンポンと叩く。

「田中、ニューヨーク支社の転勤おめでとう」

その話を聞いた瞬間、床に穴が開いて、吸い込まれるような絶望感に襲われた。彼がいるから頑張ってこれたのに。もう終わりだ。恋も仕事も。

海外転勤ともなると、三年や五年は帰ってはこれない。

（遠距離恋愛なんて、自信ないよ）

しかも私は会社が変わってしまうわけだし、二人の接点がなくなるのだ。

最近だんだんと会えなくなってきているし、このまま私たちの関係は終わってしまうのだろうか。この上なく重い気持ちのまま、私は仕事を続けた。

仕事が終わり、パソコンを消して席を立つ。

「お先に失礼します」

今日は珍しく定時で終わった。

気持ち的にはお酒を飲んで帰りたい気分だ。誰かにこの秘密の恋の話を相談したい。だけど会社の人には話すわけにもいかない。

学生時代の友人に連絡をしようかなと思うけれど、正社員としてバリバリ仕事をしている人や、結婚して子育てに奔走している人など、それぞれ別の道を歩いているので、急に連絡をしても迷惑をかけてしまう。

そんなことを思いながらエレベーターで待っていると、足音が聞こえてきた。

「桜子ちゃん」

名前を呼ばれたので振り返ると正臣君だった。周りに人がいないことを確認し、私はタメ口で話しを始める。

「まだ仕事だったんじゃないの？」

「終わってないんだけど……。ニューヨークに行く話、できてなくてごめん」

「ううん、おめでとう、良かったね」

「あぁ、こんなチャンスは、なかなかないから」

大切な仕事を任された彼はイキイキとしているように見えた。一方の私は契約期間満了だ。だんだんと遠い存在になっていく。

派遣終了の話をしようかと考えたけれど、キラキラと輝いている彼を見て、今は話すときじゃないと思った。

「頑張ってね。応援してるから」

エレベーターが開き、中から出てきたのはお局様のリーダー池端さんだった。二人でいるところを見られてしまったと焦る。

「お疲れ様です。田中さん、ニューヨーク支社に転勤、おめでとうございます」

真っ赤な口紅をひいた口が弧を描く。

「自分がいなくなったら、桜子ちゃんのことよろしくお願いします」

私のために頭を下げてくれる。池端さんは驚いたような表情を浮かべながらも、すぐに笑顔を作った。

「もちろん！　田中さんのお願いなら私、頑張っちゃうわ」

「お先に失礼します」

私はこの場にいることがいたたまれなくなり、頭を下げてエレベーターに乗り込む。

オフィスビルを出て外の空気を吸う。私たちはもうきっと終わりだ。心がだんだんと沈んでいく。

彼と再会してから、私の毎日は輝き始めた。

そしてこれからも永遠に、この幸せが続いていくような気がしていた。

でも人生そんなにうまくいかないものだ。だんだんと沈んでいく気持ちのまま、私は駅に向かって歩いていた。




土日は彼が忙しくて、会えなかった。一人でいると、彼とはこのまま別れてしまうのではないかと想像ばかりしてしまう。その時が来ても見苦しくないようにしよう。彼に迷惑かけないようにしよう。

月曜日。会社に行き、いつも通り働いていた。

仕事をしながら、次の派遣先はどんなところだろうと考える。一ヶ月後には正臣君を見送り、二ヶ月後にはこの会社の契約が満了だ。

仕事を終えて廊下に出ると、池端さんともう一人のお局様が追いかけてきた。

「桜子ちゃん」

わざとからかうような口調で、下の名前で呼ばれた。

「何でしょうか？」

私は精一杯の笑顔で応えた。

「田中君にちゃんと面倒を見てねって、言われたから、構ってあげようと思って」

彼は転勤でいなくなり、私はここを退職する。最悪な気持ちのときに話しかけないでほしい。

「あ、ありがとうございます、うれしいです」

「あなた、社内恋愛禁止って言ったはずなんだけど、もしかして特別な関係なんじゃないの？」

「同級生ですし、よくしてもらってます」

私が言い返すと、ものすごく睨みつけている。

「たまたま幼馴染だったから、大切にされているだけだと思うけど、ニューヨーク支社ってエリートしか行けないのよ？　わかってる？」

一番気にしていることを言われた。心臓に池端さんの言葉が突き刺さる。

不釣り合いだなんて、そんなことよくわかっている。涙が出そうになり、唇が震えてきた。

「あら、泣かせちゃった？」

池端さんらは意地悪く笑う。悔しいけれど唇をかみしめて耐えた。

「自分にチャンスがあるなんて、思ったら大間違いよ」

「諦めて大人しく過ごすことね」

そのとおりだ。彼女たちが正しい。熱いものが胸にこみ上げ、目に溜まっていくのがわかった。

「はい……わかりました。申し訳ありません。許してください」

私は膝に届くほど頭を下げた。そのままの姿勢でいると涙を見られなくて済む。彼女たちは、満足したように笑いながら去っていった。

我慢しきれず、瞳から涙がぽろりと零れ落ちた。

指で拭って、気持ちを落ち着かせる。

縁が無かったのだ。彼もこの会社も。

楽しい思い出ができたのだと考えよう。彼には将来がある。私とは違う世界の人だったのだ。




それから彼は、日に日に忙しくなっていき、海外へ行く準備を始めたため、私に仕事が回ってこなくなってきた。仕方なく編集部内の掃除をし、ファイルの整理をして過ごした。

正臣君には余計な心配をかけたくないから、私の契約終了のことは言わないでほしいと上司には伝えておいた。

彼がいなくなるせいで、契約更新されないと思われるのは嫌だったのだ。相変わらずお局様たちは、私をからかうように話しかけてくる。契約終了のことが彼女たちの耳に届いたらしい。

「残念だったわね。寂しくなるわ」と心から嬉しそうに言われた。




明日はついに、正臣君がニューヨークへと飛び立つ日だ。

彼の転勤が決まってから一度も、二人きりで会えず、仕事の事務的なメッセージがスマホに何度か届く程度だった。

彼は忙しいのだ。私のことを構っている暇はない。何しろ日本を離れて生活と仕事をするので、余裕がないのも当然だ。私は自然消滅ということを覚悟した。

仕事が一区切りし、休憩室にドリンクを買いに行った。正臣君が私を追いかけてくる。

「桜子ちゃん、今日の夜空いてる？」

ついに来た。別れの言葉を言われるのだ。彼のきちんとした性格を考えると、区切りをつけておきたいのだろう。

「わかった……」

仕事を終えたら、近くのカフェで待ち合わせをすることになった。

話しの内容はもうわかっている。行きたくないけれど、しっかり受け止めなければならない。

終礼で正臣君は最後の挨拶をすることになった。

「おそらく三年ぐらいは戻って来られないと思いますが、しっかり学んできて帰ってきたら、また皆さんと一緒に楽しく働きたいです。頑張ってきます！」

拍手に包まれていた。私もその一員となって拍手を送る。

私は一足早くオフィスを出た。

待ち合わせのカフェで持っていると、正臣君がやってきた。飲み物を注文して向かい合い、私たちは二人の時間を大切にするように過ごした。

でも私は、彼の顔をみることができず俯いてばかりいた。目が合っただけで、泣いてしまいそうだったから。

彼は何か言いたそうだが、切り出しにくい様子だ。緊張しているようで、別れを口にしにくいのかもしれない。

その後食事をして、帰ろうとしたとき、正臣君が手を握ってきた。

「今日は一緒にいたい」

そう言われて頷いた。

躊躇したけれど、最後に彼に抱かれて終わろう。楽しかった思い出が胸にあれば、きっと強く生きていける。

「空港の近くのホテルだけどいい？」

私たちは幼馴染だ。またどこかでつながるかもしれないので、嫌な終わり方をしたくなかったのだろう。

彼に連れられてやってきたのは、セレブが利用するような立派なホテル。部屋はスイートルームだった。

窓から見える景色は空港で、暗闇に圧倒的な存在感を放っていた。

明日、あそこから彼が飛び立ってしまう。

ものすごい寂しさが胸を襲ってきた。でも大丈夫、これまでも一人で頑張ってきたのだ、これからだって生きていける。強くならなければ。

でも……どんなに自分に言い聞かせても、涙が勝手に溢れそうになる。本当は離れたくない。

俯いた私を、彼は後ろからそっと抱き締めた。

体を回転させ唇を重ね合う。やさしくキスをしながら口の中に舌が入ってきた。

「んっ」

ヌチュヌチュとキスの濡れた音が響く。キスをしながらブラウスのシャツのボタンが外され、キャミソール姿になった。

意志の強そうな瞳で見つめられ、彼は私の小さな胸を揉む。

本当はもっと大きいほうがいいんじゃないかなって思ったこともあったけど、手のひらにすっぽりうまるから揉みやすいと言ってくれた。胸が小さいことにコンプレックスがあったのに、彼のおかげであまり気にならなくなった。

キャミソールが脱がされて下着姿になる。

スカートのフックが外され、下に落ちた。ストッキングもあっという間に脱がされてしまう。

窓に向かって手をついて立ち、ブラジャーも剥ぎ取られた。

正臣君は背中に唇を押し当てて、背骨に沿って愛撫をしてくる。後ろから手を回して、手のひらで転がすように胸を揉まれた。

「あっ、あぁっ」

すぐに身体は火照りだし、辛いことや寂しい気持ちを忘れるように、行為に集中した。彼の親指と人差し指は胸の先端をつまみ上げる。甘い電流が流れて私は体を震わせた。後ろから太ももやヒップラインをやさしく撫でてくる。

「……んっ、あぁ……あぁんっ」

「桜子ちゃんのスベスベの肌、忘れない」

私は何も言い返せなかった。

（私も一生あなたのことを忘れないよ）

心の中でそう呟くことしかできなかった。

彼は私を横抱きにする。

そのまま運んで寝室へと行った。広くて大きな寝室には、キングサイズのベッドが置かれている。そこに寝かされて組み敷かれた。

真上から見つめられると、心臓がどきどきと高鳴る。

これで最後だとわかっているのに、好きな気持ちは変わらない。きっと永遠に彼のことを思い続けるだろう。

彼は顔を近づけてきて、桃色に染まっている胸の先端に、舌を伸ばしてきた。

ねっとりとした肉厚の舌で嬲なぶられると、ぞくぞくとした甘い刺激が体を駆け巡っていく。片方の胸は舌でねっとりと舐め、もう片方は指先でくすぐられていた。

「あぁぁ、んっ……」

「いつも以上に敏感だな？」

そう言って彼は、私の胸を歯で甘噛みしてきた。

「ひゃああああっ」

思わず大きな声をあげて、腰を浮かせてしまう。

正臣君は嬉しそうにウエストに顔を近づけてきて、唇を這わせ臍へそを舐めてくる。そのまま足を大きく広げられ、膝を丁寧に舐めてきた。

その唇は内側の腿へ移動する。下半身は早く触れてほしくて、ぷるぷると震えていた。

私の様子を楽しそうに笑っている。

「気持ちよさそうだな」

彼の指がクロッチ部分に触れられ、ヌチュっと音がした。

「あれ？　もうこんなに濡れているの？」

「……だって」

恥ずかしくて、私はそれ以上何も言えなかった。

彼は嬉しそうに口元に笑みを浮かべて、ショーツの上から割れ目に沿って、指を滑らせてくる。敏感な粒を見つけ、薄い布越しに触れてきた。

「ぁあっん……あぁぁっ」

我慢しようと思っているのに、思わず声があふれ、腰が浮く。

彼はショーツに手をかけて、下ろした。私は一糸まとわぬ姿にされてしまう。

「桜子ちゃんの姿……目に焼き付けておく」

彼は私の足を大きく広げて、顔を近づけてきた。

柔らかい毛をかき分けて指を広げ、敏感な部分を舐めてくる。舌使いがとてもいやらしくて、頭が真っ白になっていく。

次々と蜜があふれ出し、私の中はすでにトロトロになっていた。

正臣君が指をそっと入り口に向けてきた。手前の方でかき混ぜるとクチュクチュと音がする。

「あぁっ……んっ……あっ」

今日で最後になるのだから、すべて覚えておきたいと思っているのに、私は彼に翻弄されて、何も考えることができなかった。

長い指が中に入り込んできて、蜜壁みつかべを擦られる。そして中指が深いところに到達した。子宮の入り口を広げられるように刺激され、軽く一度達してしまった。

「はぁ……はぁ……んっ、あぁぁっ、あっ」

肩を大きく動かして、呼吸を繰り返す。

落ち着く間もなく正臣君は、自らの服を脱ぎ、避妊具をセットした。

「ごめん、久しぶりだから……」

そう言って、私の足を大きく開いて、熱の塊を押し付けてきた。思わず腰を引いてしまいそうになったが、彼がしっかりと掴んでいるので離れることは許されない。

先端が入ってきて、媚肉を押し開く。鉄のように硬くて、熱くなった棒が私の中を溶かすみたいだ。緩慢な動きで腰を前後に振って、奥へと進んでくる。

「はぁんっ、あぁぁっ」

「桜子ちゃん、すごく締め付けてくる」

正臣君のが、最奥まで届いた。一つになるのは、これで最後だと思うと切なくて、胸が締め付けられる。

小刻みに腰を動かされると、快感がじんわりと広がっていく。

お腹の中に彼がいるのだと思うと、幸せで胸がいっぱいになった。

これからも一生一緒に過ごせればいいのに、と思っていたのは夢だった。

正臣君は私の足を抱え込んで、さらに深く突いてきた。体を激しく揺さぶられて胸が上下に動く。

彼の硬い雄おす芯しんが襞を擦り、悦楽の波が絶え間なく押し寄せてくる。小さな絶頂を何度も迎えていた。その度に私の中は蠕動ぜんどうし、彼自身を咥え込む。

「あぁ、桜子ちゃんが絡みつく……」

気持ちよさそうな声で言われると嬉しくて、無意識に自ら腰を振ってしまった。その様子を見て彼は、私が感じていることをわかったようで、硬直が自分の中で一回り大きくなったような気がした。

彼は何かをぶつけるように、激しく打ち付けてくる。

私も彼の存在を永遠に忘れないように、両手を回して背中を抱きしめた。二人の体がぴったりとくっつき、喘ぎ声が響く。

「イッちゃうよ、正臣くっ、ん、あぁぁああああっ」

「俺もだっ」

「あぁっ、あああっ、んんっ」

彼は薄いゴム越しに、白濁を放った。

熱の塊は、私の中でピクピクと痙攣している。その余韻を私はしみじみと味わった。

ゆっくりと中から抜くと、私は喪失感に襲われた。

これで終わったのだ。

幼い頃の初恋をずっと忘れることができず、大人になってもどこかで引きずっていた。

そして奇跡的に再会した。これは私の二度目の初恋だ。

でも今日ですべて終わったのだ。

二人の呼吸が整うと、私はベッドから起き上がった。

「どこに行くんだ？」

「帰るよ」

「こんな時間に？　明日、見送ってくれるんじゃないのか？」

「あなたのことを忘れられなくなるから、太陽が昇るのと同時に忘れたいの」

私の言葉に驚いているのか、彼は慌てて起き上がった。

「ちょっと待って」

彼は備え付けのガウンを羽織って、カバンの中から何かを取り出した。

手のひらには小さな四角い箱。

彼は私に向かってそれを開くと、中にはキラキラと輝くリングが入っていた。

「俺と結婚してほしい。ニューヨークにきてくれないか？」

まさかの発言に、私は驚いて言葉にならなかった。

（この人は何を言っているの？）

リングを見せられて、結婚という言葉が聞こえた気がする。

（まさかプロポーズしている？　私に？）

絶望の縁に立っていた私は、自分の立場がよく理解できないまま、彼を見つめるだけだった。

そして、ゆっくりと自分の頬に手を持っていき、つねってみる。

「痛い」

「まさか夢だと思っているのか？」

「だって……私は不釣り合いだし、もう会えないと思っていたから」

驚きすぎて涙があふれ出す。泣きじゃくる私をやさしく抱きしめてくれた。

「桜子ちゃん、答えを聞かせてほしい」

私の呼吸が落ち着いてきた頃を見計らって、体を少し離し、瞳をじっと見つめられた。

「本当に私でいいの？」

「ああ、桜子ちゃんしか考えられない。俺たちがこうして出会ったのは運命だと思う」

彼の温かい言葉を聞いて、私は心から安堵した。

「不束者ですが、どうぞよろしくお願いします」

「ありがとう、大事にする」

正臣君は私のことをもう一度強く抱きしめて、左手の薬指にリングをはめてくれた。キラキラと輝く指輪を見て胸がドキドキした。

別れてしまうと思っていたのに、私たちの未来は続く。

こんなに幸せなことがあってもいいのだろうか。

「派遣終了っていう話も聞いたぞ」

上司には言わないでと言ったのに、彼の耳に伝わっていたらしい。

「満了まで働いたら、早速ニューヨークに来ないか？」

彼は慈愛に満ちた目で見つめてくれる。

外国で暮らすのは不安があるけれど、彼が隣に居てくれたら、何があっても大丈夫だ。

私は満面の笑みを浮かべて、しっかりと頷いた。
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